
池田地域コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

防犯カメラ維持管理
事業

197

電気使用料　 9
修繕料     130
設備保守点検委託料
58

安全で安心な暮らしの実現に向
け設置した防犯カメラの維持管
理を行う。

・雷によりカメラ2台損傷。 ・カメラ本体取替。 ・正常な状態が保たれている。
継続的経費について
理解の上、適切な維
持管理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域掲示板設置事業 261 修繕料     261

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容を地域住民に知らせる
ため、掲示板を設置する。ま
た、地域団体と共に使用出来る
ようにする。

老朽化し倒れる恐れがあった。
（建石町・上池田1丁目・町内会域）

撤去後新設。 安全が確保された。 状況を早期に掴み修理で済むようにする。

地域の自治会とも連
携し、広報に寄与し
ている。適切な管理
をお願いするとこ
ろ。

地域分権・協働課
自治振興費

桜通り「石の彫刻」
周辺環境整備事業

1,607 修繕料   1,607

桜通り「石の彫刻」の周辺環境
について、観光資源の一翼を担
うよう、銘板の新設や植木の撤
去整地などの整備を行う。

―
人権・文化国際課
文化振興費

駅前てるてる広場ト
イレ前橋脚補修事業

411 修繕料     411

池田のまち　みんなまとめて
テーマパーク構想を標榜する池
田市の玄関口にふさわしい環境
に整備するため、駅前てるてる
広場トイレ前の橋脚の塗替塗装
及び防水工事を行う。

歩道橋からの雨漏りで汚損、見苦しい状
態。

橋脚４体を塗り替える。 玄関口にふさわしい、すっきりとした状態になった。
歩道橋からの雨漏り防止の徹底補修を必要
とする。

塗装の仕上がりは良
好であり、池田駅前
の環境整備向上につ
ながったと評価す
る。

道路・河川課
道路維持費

道路安全対策事業 822 修繕料     822

交通事故防止対策を強化し歩行
者の安全を確保するため、横断
歩道のカラー化及び「徐行」
「止まれ」の標示を行う。

１．幹線道路の渋滞により生活道路からの
流出がスムーズにできない。危険を感じ
る。
２．信号回避等で車の抜け道状態になって
おり「ヒヤリ・ハット」が多発。

１．交差点のカラー塗装
２．徐行標示等の増設及び更新

標示が鮮明になりそれなりの効果は期待できる。 定期的な補修・更新が必要。
交通安全性の向上に
一定の効果があった
と評価する。

道路・河川課
道路維持費

市民レクリエーショ
ン大会事業

400 行事報償金 400

校区実行委員会が主となり毎
年、小学校運動場を会場として
コミュニケーションの拡充とス
ポーツ意識の向上に伴う健康づ
くりを目指す。

・継続して実施している。
･今年度の参加者は初めて１０００人を
切った。（他行事とかちあったのでは）

・雨上がりで水溜まりができ実施が危ぶまれたが住民の協力
により実施できた。地域の行事として根付いたのではない
か。

地域によってこどもの数が極端に差がある
ので対抗競技のルールの抜本的な見直しを
行ったが、まだ改善の余地があるのではな
いか。

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

505 補助金     505

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

継続事業（全戸配布）

・提案事業をグラフ・写真等を多用しわか
りやすい紹介に努めている
・同様に地域の情報も提供している
・年間カレンダー（スケジュールの記入が
できる仕様）の発行で日々利用していただ
く事によって認知度を高まることを期待し
たい

創刊号からファイリングしている、又今回のカレンダーは記
入スペースがあるので重宝しているとのお声をいただく方も
あるが…全体としては…。

提供される、提供する情報量が減少してき
ている。購読率が掴みきれないので来年度
は発行回数を２回に減らし内容の検討を行
う。

カレンダーは好評の
声もあるようだが、
コミュニティ誌とし
ては検討が必要。発
行回数を減少させて
質を高めていってほ
しい。

秘書・広報課
自治振興費

地域防災体制強化等
事業

863 補助金     863
自主防災組織の体制強化を図る
ため、防災倉庫に防災備品を整
備する。

自主防災会が結成されてなかった２町会・
自治会の１つであった。

西本町自主防災会が設立された。（地域１
４番目）

既存防災会（槻木町）主催の定期防災会に多数の住民が参加
し地域力を高めている。

継続し独自での展開も心がける。
危機管理課
自治振興費

自主防災会合同防災
訓練・リーダー養成
支援事業

300 補助金     300

池小校区・自主防災組織連絡会
の主導により１４自主防災会が
一同に会する防災訓練を実施
し、また各防災会リーダーの養
成を支援し、地域の人たちの防
災意識の高揚を図ると共に他地
域の人たちとの連携を図る。

１３自主防災会が主導し、地域住民参加の
避難所運営訓練を実施していたがリーダー
が責務を全う出来たとはいいがたい状況で
あった。

１４自主防災会連絡会が主催し、避難所運
営に関しリーダー研修を実施。

住民（仮想避難者）不参加の中での訓練で戸惑いがあったが
リーダーのやるべき事がおおまかに把握できた。（反省検討
会での発言から）

継続実施しレベルアップに心がける。
危機管理課
自治振興費

池田地域コミュニ
ティ推進協議会事務
所運営推進事業

1,003 補助金   1,003

協議会活動を円滑に行うため、
事務作業の支援を行うほか、地
域住民への啓発及び情報発信を
行う。

・市立池田会館内に設置(平成２３年から)
・専属女性事務員１名、男性会員２名で運
営。

・継続運営中
・長年の関係書類の保管がほぼ完璧である。
・地域住民からの問い合わせ（掲示板への掲載許可等）が多
くなってきている。

令和２年８月末を持って退去が決定。
ランニングコストの低い物件の確保。

事務作業が円滑に行
なわれている。新し
い拠点の整備に向
け、みなさんで議論
いただきたい。

地域分権・協働課
自治振興費

池田こども花まつり
支援事業

20 補助金      20

子どもの健全育成を助け、生き
る力を育み、家族と体験を共有
することで絆を生み、また池田
の歴史を受け継ぐ文化遺産に触
れることにより、子どもの『郷
土池田』に対する関心を高める
活動を支援する。

実績なし 実行委員会からの要請により実施
事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

「ちいさな絵本館」
推進事業

1,480 補助金   1,480

絵本の読み聞かせを通して地域
住民の世代間交流を推進する。
一層の内容の充実（蔵書・イベ
ント・情報発信等）を図り、こ
どもたちの豊かな成長を応援す
る。

創立９年目を迎えた継続事業。
年間スケジュールに基づき子育て支援が継
続されている。

来館者も３，５００人／年前後で固定化し
てきた。
蔵書数３，０００冊を越えた。

幼児連れの利用に特化されつつある。（リピーターが多い）
貸し出しによる効果。（家計・時間・絵本に接する機会増な
ど）子育て世代のコミュニケーションの場になっている。

近場に移転された市立図書館との棲み分
け。

池田小学校区の子育
て支援の場として根
付いていると評価。
市立図書館と連携し
た取組も期待した
い。

子育て支援課
自治振興費

織姫ファンタジー絵
本製作事業

633 補助金     633

池田の未来を担う子どもたちに
「郷土池田を愛する心」を育ん
でもらい、子どもたちとふれあ
い、コミュニケーションをとる
ために、池田に伝わる織姫伝承
をもとにファンタジーをつく
り、絵本を製作する。

絵本化されていなかった。
・上製本１００冊を製作し、市内の保育所
や幼稚園、小学校等に配布。

絵本を通じ池田に親しみ、愛する心を養う機会になればと祈
る。

本市に伝承される文
化を次代に伝え郷土
愛を育むとともに、
絵本を通じて子ども
とふれあう機会の一
助になったと考え
る。

子育て支援課
自治振興費

交通安全対策事業 201 補助金     201

多発傾向にある自転車事故の防
止を図るため、また渋滞多発地
点の安全向上のため、交通安全
看板を設置する。

新規

自転車安全運転啓蒙看板（イラスト主体
900×1500）の制作と掲示。
・市役所駐輪場・公民館駐輪場
・さくら幼稚園駐輪場・ちいさな絵本館側
壁

マナー向上で事故の減少に期待

駐輪場等に大きな看
板を設置すること
で、自転車運転者に
対する注意喚起とな
り交通安全につな
がった。

まちづくり・交通課
自治振興費

地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会毎で評価（客
観的な指標も用い
た）協議会役員会で
最終照査してまとめ
を行った。

橋脚補修や絵本製作
など多角的な視野か
らの新たな提案を実
施したもの。
引き続き拠点やちい
さな絵本館の運営方
法やあり方につい
て、協議会内で議論
いただき、方向性を
示していくことが必
要と考える。
なお市の事情によ
り、未実施であった
り、一部内容変更と
なる事業が生じ、ご
迷惑をおかけしたこ
とについて、お詫び
いたします。

自主防災組織が合同
で訓練を行い、地域
の防災活動に大きく
貢献したことを評価
する。災害発生時の
連携等を期待する。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

いけだ学園畑プロ
ジェクト（ＭＴＰ）
等支援事業

560 補助金     560

池田中学校に新たに畑地を設
け、学生が主体となりながら運
営を行う。また「平和のつど
い」に参加し、児童との交流を
図る。

ＭＴＰフェスティバル・平和のつどい共に
継続実施している。

地域住民指導のもと中学生が主体となり、
今年度はさつまいもの栽培に挑戦した。
が、葉は良く茂り豊作を期待したが全くの
不作であった。幼稚園の招待も水泡に帰し
た。

・自然相手の栽培、収穫のむつかしさを身をもって経験でき
た。

参加者の広がりと継続。

生徒が主体的に活動
できるよう作物の栽
培に取組んだ。成功
体験ではなく、自然
相手の失敗体験を経
ることで、より生徒
の学びにつながっ
た。この学びを次に
どうつなげていくか
検討する必要があ
る。

教育政策課
自治振興費

計 9,363 事業提案限度額　9,468千円　次年度繰越金額　105千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

秦野地域コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金     100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

防犯カメラ維持管理
事業

271
電気使用料　39
設備保守点検委託料
232

安全で安心な暮らしの実現に向
け設置した防犯カメラの維持管
理を行う。

交差点での事故・事件に関する情報収集の
手段がなかった。

交差点での情報収集ができるようになっ
た。

防犯カメラがあることにより、事件の抑止効果が期待でき
る。また、事故があった時に客観的な情報源になっている。

監視地域のカバー率がＵＰしたが、まだカ
バーできていない地域が３割ほどある。今
後の課題として池田市警察と協議を詰めて
いきたい。

継続的経費について
理解の上、適切な維
持管理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域防災体制強化等
事業

1,100 修繕料   1,100
南畑公園に防災備蓄倉庫を設置
し、自主防災活動の拠点づくり
を目指す。

南畑公園の倉庫老朽化 防災倉庫として建て替え
南端公園を秦野地域の防災拠点とし、自主防災活動組織の立
ち上げで防災倉庫としての役割

地域住民の協力で防災倉庫としての管理体
制構築

秦野小学校区ではじ
めて南畑公園自主防
災会が立ち上がり、
地域の防災活動に大
きく貢献したことを
評価する。

危機管理課
災害対策費

公共施設案内板設置
事業①

340 修繕料     340
地域内の公共施設（会館・公
園）の案内表示板を設置し、施
設への誘導を円滑に行なう。

正式な案内板は無し
渋谷公園・南畑公園　渋谷会館・南畑会館
への案内板5ヶ所所設置

両会館・公園への行き方が分かり易くなりました 歩道緑地帯に設置のため安全と維持管理
地域分権・協働課
自治振興費

公共施設案内板設置
事業②

170 修繕料     170
地域内の公共施設（会館・公
園）の案内表示板を設置し、施
設への誘導を円滑に行なう。

正式な案内板は無し
渋谷公園・南畑公園　渋谷会館・南畑会館
への案内板5ヶ所所設置

両会館・公園への行き方が分かり易くなりました 歩道緑地帯に設置のため安全と維持管理
公園みどり課
公園費

公園遊具整備事業 1,210 修繕料   1,210
渋谷公園の利便性の向上を図る
ため、ブランコを新たに設置す
る。

渋谷公園のブランコが破損により使用不能
渋谷公園内に新しくブランコを設置
（ブランコ本体・安全柵）

公園で遊ぶ子供たちが楽しそうにブランコを使用している
地域の自治会等と安全対策と遊具破損のい
たずら防止を協力しながら見守る

遊具を設置した事に
より、子どもの公園
利用が増える事が期
待できる。

公園みどり課
公園費

ＡＥＤ管理事業 51 消耗品費    51

地域内の各会館に設置したＡＥ
Ｄについて、定められた消耗品
の交換をし、正常に使用できる
よう維持管理を行う。

地域内会館に設置したAEDの消耗品交換の
必要性がある

AEDバッテリーとパッドの交換
地域住民へのAED講習会実施

AEDバッテリー・パッド交換及び地域住民のAED講習会参加に
より安全に使用できる

今後も地域住民のAED講習会参加の啓蒙活
動を続ける

共同利用施設にAED
を配置することで、
多くの住民の安心感
を得ることが出来る
と考える。今後も引
き続きAED設置・管
理要領に基づき、救
命講習の受講に努め
ていただきたい。

健康増進課
保健衛生総務費

秦野小学校スポーツ
器具等支援事業

609 校用器具費 609

秦野小学校の体育館のバレー
ボール器具及び防球ネット等の
支援をし、地域内の人々と子ど
もたちが安全で使いやすい備品
を使用できるようにする。

バレーボール支柱が重く運搬が難しい。
ネットも老朽化していてる。体育館にて
ボール使用時出入口からボールが飛び出す

カーボン製の軽量バレーボール支柱とネッ
ト、ボール飛び出し防止用ネットを購入し
た。

軽い支柱を購入したことにより運搬が楽になり危険を回避す
ることができるようになった。ネットを購入しボールの飛び
出し防止をはかる。

教育委員会と協議し必要な備品整備に協力
し、子供達の健全な育成に貢献していきた
い。教育委員会とのコミュニケーションを
より強化していきたい。

老朽化した備品を再
整備することにより
安全に体育活動を行
うことが可能となっ
た。

総務・学務課
学校管理費

市民レクリエーショ
ン大会事業

280 行事報償金 280
地域のスポーツ振興会と子ども
会等の地域団体が開催する事業
を支援する。

毎年度地域の協力も受け、レクリエーショ
ン大会の準備・補助を行っている。

レクリエーション大会のプログラムパンフ
レットの作成・配布及び開催を補助を行い
ました。

地域・こども会の協力により、備品の貸し出しも含めレクリ
エーション大会が開催できた。

自治会、こども会入会者の減少は止まらな
い。今後は地域住民の参加率向上を図り、
こども会等の発展につなげていきたい。

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

420 補助金     420

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

「秦野まちづくりだより」は年間行事等説
明文が多い。写真をより多くして見やすい
ものにし、行事にはより広くわかりやすい
記事内容に努めた。

年３回発行することが定着してきたことも
あり、地域での認知度は高まり協力者及び
参加者が増えている。

わかりやすい紙面づくりは好評で関心や認知度も上昇してい
る。地域行事の内容も写真も使い、より詳しく伝えることで
地域内の活性化につながっている。

今後も活動のＰＲを進めて地域住民とのコ
ミュニケーションを向上させていきたい。
協議会の会員の募集も含め、啓もう活動及
び行事参加者増加に努めたい。

写真が多く、デザイ
ンも統一感があり見
やすい。今後も地域
コミュニティ誌だか
らこそ載せられる地
元の記事を掲載して
いってほしい。

秘書・広報課
自治振興費

コミュニティサロン
兼事務所整備事業

1,250 補助金   1,250

地域内のコミュニケーションを
密にすると共にコミュニティ会
員相互の事務の効率化を図るた
め開設したコミュニティサロン
兼事務所について、利便性の向
上のための整備を行う。

喫茶店仕様の部屋をそのまま借り受けの為
厨房等不要のスペース有。
トイレが和式で使いにくい。

事務所兼サロンとして使用しやすくなっ
た。
トイレも洋式に変更して、年配者及び子ど
もが利用しやすくなった。

事務所の機能が有り、会議・打ち合わせがスムーズに出来
る。地域の人も来所しやすくなった。

地域の中心拠点施設として事務所・サロン
（広場）として充実、円滑に維持運営をす
る。

拠点施設としての機
能が向上したものと
認識。利用者の増加
に期待するもの。

地域分権・協働課
自治振興費

コミュニティサロン
兼事務所管理運営事
業

1,290 補助金   1,290

地域内のコミュニケーションを
密にすると共にコミュニティ会
員相互の事務の効率化を図るた
め開設したコミュニティサロン
兼事務所について、管理運営を
行う。

開設したコミュニティサロン兼事務所は
土・日曜日のみオープンで、地域とのコ
ミュニケーションがとりにくい。

平日オープンし事務所兼サロンとして使用
しやすくなった為、地域とのコミュニケー
ションがとりやすくなった。

サロン（広場）機能が有り、会員の会議・打ち合わせ以外に
地域の人も来所しやすくなった。

地域の中心拠点施設として事務所・サロン
（広場）として充実、円滑に維持運営をす
る。

開館時間も増え、拠
点としての効果が向
上したが、会員の負
担も増えており、維
持できるよう体制強
化に期待する。

地域分権・協働課
自治振興費

地域内会館備品整備
事業（南畑会館）

30 補助金      30
地域内会館の備品整備を行い、
利便性を向上させる。

会館の物品を置くスペースが少なく、備品
の管理が不十分であった。

棚を設置した。
棚を設置したことにより、備品の整理が改善され管理がス
ムーズにできるようになった。

公共施設の備品の運営・維持・管理をより
一層充実していきたい。

会館の利便性が向上
したもの。適切な管
理をお願いするも
の。

地域分権・協働課
自治振興費

地域掲示板設置事業 46 補助金      46

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容を地域住民に知らせる
ための掲示板を、地域団体と共
に使用するとともに維持・管
理・運営を行う。

設置された掲示板の清掃が不十分なため汚
い。
掲示用磁石の紛失。

掲示板の点検・清掃、磁石の補充。
清掃され、マグネットでの掲示の為、作業がスムーズに行え
るようになった。

掲示板を定期的にチェックし、維持管理に
尽力していきたい。

既存掲示板の適切な
維持管理を実施し、
地域の広報活動に寄
与。

地域分権・協働課
自治振興費

地域ギャラリー維持
管理事業

80 補助金      80

コミュニティ事業の情報発信、
地域住民の作品を掲載、地域行
事等の広報を行うためギャラ
リー掲示板の維持管理を行う。

１か月ごとに作品入れ替えをしている。地
域の催しの写真なども使い紹介した。幼稚
園の作品展示も継続的になっている。

会員の負担も軽減されスムーズに運営が行
われている。地域事業の発信・住民の作品
展示・地域イベントの写真などを多く展示
し、広報活動に努めた。幼稚園、こども会
などの掲示も多く好評である。

毎年、新しい作品が増えている。
認知度がさらにアップしている。
通行人の方にもよく見ていただいている。

作品集めはまだまだ必要と感じている。
今後も根気強く広報活動を続けていきた
い。

地域の広報に寄与す
るとともにコミュニ
ティの強化にも寄与
しているものと評
価。

地域分権・協働課
自治振興費

校区盆踊り大会事業 200 補助金     200

スポーツ振興会と子ども会等の
共同開催である盆踊りを支援す
る。コミュニティ意識の高揚を
図る。

スポーツ振興会・子ども会等で主開催して
いる。
コミュニティ意識の高揚をはかる為に積極
的に支援をする。　小学校の耐震工事が終
わった広いグラウンドで開催できた。

備品などで共同開催を支援しており、参加
人数も増加している。盆踊りの習得を促進
するため小学校の体育館で２回練習会を
行った。広いグラウンドで沢山の地域住民
が盆踊りを行うことができた。

盆踊りを継続的に実施することにより、地域の親睦が図れ地
域の風物詩として定着している。
練習会は好評で子供達の盆踊り参加率向上に貢献している。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

公共施設案内板を設
ける事により、公園
や会館などの行き方
が分かり易くなっ
た。

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
めたものを総会で決
定する。

各種提案事業につい
て、実施後の管理も
含めて、しっかりと
地域でチェックいた
だいているものと評
価。
コミュニティサロン
兼事務所について
は、開設後も状況に
応じて柔軟に対応し
てきており、より地
域のコミュニティ醸
成に寄与することを
期待する。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

地域イベント活性推
進事業

950 補助金     950
地域の交流と地域活性化を図る
ため、フリーマーケット及び地
域活動を推進・支援していく。

秦野小学校の耐震工事終了ため、あおぞら
deはたのフェスタは秦野小学校での開催の
予定。
テーブル等重く搬入に適さない物品あり。

秦野小学校での開催で、小学校体育館・あ
おぞら幼稚園の園庭と遊戯室を利用した。
軽量化した備品の拡充にも努めた。

あおぞらdeはたのフェスタを秦野小学校に戻って行ったため
周辺住民への認知度がより高まった。備品整備により、地域
行事の円滑な活動に貢献できた。

今後はあおぞらdeはたのフェスタを秦野小
学校で行う。地域住民の参加率の向上に向
けてさらに努力していきたい。軽量備品の
維持管理の精度を向上させていきたい。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

秦野地域花いっぱい
運動支援事業

80 補助金      80
地域と学校が一緒に花を育て緑
化を進め笑顔のあふれる地域に
していく。

今回で６回目の事業。毎年渋谷中学校・地
域の各団体と連携して行っている。

保護者・保護者ＯＢ・教職員・地域の方々
が参加し、およそ20回の活動を行い、菊づ
くりを中心に草花の栽培に対して支援し
た。
苗・土・肥料・鉢・プランターなどの用具
も揃えることができた。

咲いた菊を中学校の文化祭で展示することにより来訪者を和
ませた。あおぞらdeはたのフェスタでも展示・販売を行い、
認知度はさらに高まっている。また各会館・施設にも分けて
喜ばれた。

今後も継続的に支援していきたい。

豊島北２丁目公園の
花壇の手入れ・管理
を園芸高校と協働で
実施しており、地域
の憩いの場となって
いる。

公園みどり課
自治振興費

自然学習講習会・昆
虫育成事業

100 補助金     100
地域特有の自然と触れあい、自
然を学び、幼虫育成により親子
のふれあいの場を提供する。

カブト虫養育場での幼虫飼育、腐葉土の入
替用意。

雨のため渋谷会館で育成教育を行いまし
た。会員が掘り出した幼虫を掌に載せる体
験をし、幼虫を手渡した。養育場の腐葉土
の入替を行った。

初めて幼虫を掌に載せた子供もおり貴重な体験になったと思
う。幼虫を自宅で飼育観察し日記を作成することにより自然
の営みを学習できたと思う。養育場の土の入替をすることに
より、土壌の清潔さが保たれる。

かぶと虫の養育を通じて今後も子供達に自
然の大切さを訴えていきたい。

バスケットコートを
含めた公園の一部管
理を実施すること
で、青少年の健康増
進につながってい
る。

公園みどり課
自治振興費

交通安全対策事業 160 補助金     160

現在設置されている飛び出し坊
や看板を改修し、地域内交差点
を安全に歩行できるようにす
る。

交通看板（飛び出し坊や）の破損が著しい
新しく設置したり、修理して設置。
設置場所の変更もあり。

危険箇所に設置で安全性がたかまる。設置場所の再考で危険
箇所の減少。

設置場所等の再確認、破損の速やかな対
策。

適切な場所へ飛び出
し坊やを設置するこ
とにより、危険箇所
の注意喚起となり交
通安全につながっ
た。

まちづくり・交通課
自治振興費

秦野地域うたいっぱ
い運動支援事業

300 補助金     300

秦野小学校区の子どもたちの聖
歌隊が町の中を練り歩き、秦野
小学校でコンサートを実施、歌
うことにより学年を越えて友情
の絆を深め、地域内の交流を深
める。

12月のコンサートは3回開催済み。キャロ
リングの道順は改善されて好評である。コ
ンサート会場秦野小学校体育館の飾り付け
と暖房が課題である。

公募で集まった老若男女の団員が地域を
キャロリングして小学校の体育館でミニコ
ンサートを行い、地域交流を図った。前年
度より体育館の舞台を横に使ったことは好
評であった。

事業を継続実施することにより、うたいっぱい運動が定着し
つつある。

団員の拡充と広報活動の強化。会場の暖
房。

公募で集まったさま
ざまな世代の団員が
「うた」を通して交
流を深めることがで
きた。回数を重ねる
につれ、地域住民に
もコンサートが認知
されており、有効な
事業として評価でき
る。

教育センター
自治振興費

キッズランド支援事
業

30 補助金      30

秦野小学校で開設された「秦っ
子キッズランド」で使用する用
品及び教材を購入し、充実した
キッズランド活動を支援する。

キッズランドでの文具等がまだ足らない。
古いものの入れ替えができない。

文具や教材、遊具等が増えた。 遊びの幅が広がり、楽しんで過ごしている。
まだ文具等が足らないし古くなっているの
で、継続的に支援する必要がある。

文具、教材等を補充
することで、キッズ
ランドでの遊びの幅
が広がり、充実した
活動につながってい
る。有効な事業とし
て評価できる。

教育センター
自治振興費

地域内子ども会等活
動支援事業

600 補助金     600
校区内で子ども会等の育成を行
い、協議会と子ども会が協働し
て取組を行う。

前年度長野県より雪30トン搬入して秦野小
学校グランドにて雪あそび。箕面市教学の
森で飯ごう炊飯。両イベントは好評であ
る。

予定日が雨の為実施日をずらせて雪の搬
入。20トン。本年度も教学の森で飯ごう炊
飯。火おこしの訓練。

雪あそびは子ども会以外も対象とし、普段雪を見ることのな
い子供たちが自然を体感することができた。野外炊事をした
ことにより火おこし等自然に対応する力が少しは蓄えられた
と思う。

子ども会への加入者増加を協力して行い、
支援を続けていきたい。

日常的に経験できな
いことを行事として
実施することで、校
区内のこども会の交
流が深まり、子ども
たちにとって充実し
た活動となった。有
効な事業として評価
できる。

教育センター
自治振興費

計 9,667 事業提案限度額　9,698千円  次年度繰越金額　31千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

北豊島地域コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

地域掲示板設置事業 254 修繕料     254

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容を地域住民に知らせる
ため、掲示板を設置する。ま
た、地域団体と共に使用出来る
ようにする。

天神2丁目高架下公園前に以前から自治会
掲示板としてあったが老朽化し、地元から
建て替えの要望があった。

掲示板が新設され、地域の広報が掲示さ
れ、喜ばれている。広報を見て、イベント
に参加したと声を聴くようになった。

利用者も多く効果大と思われる。
他地域で掲示板設置要望があるが設置場所
（私有地道路スペース等）に問題があり、
今後検討をしていきたい。

地域の広報に寄与し
ている。適切な管理
をお願いするとこ
ろ。

地域分権・協働課
自治振興費

きたてしまプラザ改
修事業

3,996 修繕料   3,996

きたてしまプラザの旧空調機械
室を改修し、地域住民の憩いの
場として談話室（喫茶室）を整
備する。

きたてしまプラザ内集中空調用機械室で空
きスペースになっていた。

平成28年度より補助金(基金)積み立て、地
域住民の憩いの場として談話室として改修
し、有効活用をしていきたい。

地域の方々に談話室改修完成をＰＲし、多くの方々に利用し
ていただきたい。

気軽に利用いただける談話室として運営管
理をしていきたい。

空きスペースを有効
活用し、幅広い年齢
層の方が利用できる
場所へと改修され
た。

総務課
財産管理費

ＡＥＤ管理事業 307 器具費     297
消耗品費    10

地域内の各会館に設置したＡＥ
Ｄについて、使用期限が切れる
本体1箇所（住吉会館）の更新を
行う。また定められた消耗品の
交換をし、正常に使用できるよ
う維持管理を行う。

住吉会館に設置されている、ＡＥＤ機器の
本体　豊島北会館の部品使用期限が切れる
ので交換を要した。
緊急使用時誤動作がないように本体及び部
品使用期限が来た部品交換必要性があっ
た。

高齢者等利用の多い、住吉会館　豊島北会
館に設置し、地域住民の安心器材として実
物を見ることが出来、安心意識も高まって
いる。設置場所のＰＲ　使用訓練講習が必
要。

設置場所を知り、現物を目にすることが出来るようになり安
心感がある。

医療機器なので使用期限があるので交換等
は必要と考えるが本体等の交換となれば高
額になるので維持管理については市で管理
をお願いしたい。
実際に使用するとなると不安が残るので使
い方の講習等も定期的にする必要がある
今の所屋内に設置されているが実際は屋外
に設置されていることが望ましいと思う。

共同利用施設等に
AEDを配置すること
で、多くの住民の安
心感を得ることが出
来ると考える。今後
も引き続きAED設
置・管理要領に基づ
き、救命講習の受講
に努めていただきた
い。

健康増進課
保健衛生総務費

街路灯強化事業 267 電気使用料　15
修繕料   　252

安全・安心なまちづくりの一環
として防犯対策強化を目的に街
路灯を整備する。

北豊島地域に於いて、道路照明が不十分で
道路狭小など道路交通、防犯上問題があっ
た。

通学路や交通量の多い又は狭い道路の照明
が不十分であると思われる場所の交通安全
を図る

道路照明の設置ならびに灯器のリニュウアルにより夜間も明
るく通行でき、防犯上も安全になったと地域住民からも喜ば
れている。

今後も地域から要望等もお聞きし、設置必
要のある場所については年次ごとに提案設
置を進めていきたい。

街路灯の強化によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路・河川課
交通対策費

道路安全対策事業 1,500 修繕料   1,500
児童が登下校の際に利用する通
学路にグリーンベルトを設置
し、児童の安全を確保する。

北小校区　周辺道路では十分な歩車分離が
出来ている道路が少なく，又通過車両も多
く、通学時の安全安心確保が保持できてい
ない。

北小児童通学路の指定受けている道路等の
路側にグリーンの塗装をした。

通学路の路側にグリーン塗装をすることによって児童　車両
運転者ともに注意を喚起することが出来た。

予算があれば短期間で指定通学路のグリー
ン塗装を完了したいが毎年計画的に実施し
ていきたい。
地域における登下校の児童の安全確保はも
ちろんですがこれから迎える高齢者社会
ハンデキャップのある人への対策として安
全柵や交差点表示や点字ブロックの設置も
考えていきたい。

交通安全性の向上に
一定の効果があった
と評価する。

道路・河川課
道路維持費

市民レクリエーショ
ン大会事業

150 行事報償金 150
住民間のコミュニケーションを
図る、校区レクリエーション大
会に必要な備品の購入を行う。

事業報告書の通り 事業報告書の通り 事業報告書の通り 事業報告書の通り

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

700 補助金     700

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

これまでと同様に隔月に広報紙を発行し、
地域住民との情報交換を媒体とする事を目
的にしてきました。（5回/年間）

平成30年度も目標通り隔月に広報紙を発行
することが出来ました。(60号発行)
機関誌として定着した様に思われる。

地域のコミュニティ紙として親しまれて、定着し、協議会の
活動状況を広くＰＲが出来ている。

推進協議会からの広報紙としての側面のみ
ならず、多くの方々の意見等投稿が掲載で
きる様、努力していきます。
今後も広報紙を活用し、活動状況　イベン
ト等をPRして行きたい。

両面1枚の誌面に多
くの情報が見やすく
まとめられている。
広告の掲載など、工
夫も見られる。

秘書・広報課
自治振興費

防災訓練開催事業 20 補助金      20

協議会拠点でもあり、各種教室
等で多くの人たちが集まるきた
てしまプラザでの非常時に対す
る防災訓練を行う。

北豊島地域において、予想される　東南海
地震　地球温暖化に伴う異常気象よる局地
的豪雨等の災害に備える必要がある。

池田市危機管理担当者に講師をお願いし、
平成30年9月に北豊島地域の幼児から高齢
者(約70名参加)による防災講習を実施し
た。

幼児から高齢者にわたり、防災に対する認識が深まった。
防災は地震　大雨　火災等　様々な事象あ
るのでそれぞれに沿った防災講習を行って
いきたい。

防災訓練の実施によ
り災害に向けた自
助、共助の推進を期
待する。

危機管理課
自治振興費

豊島北2丁目公園整備
事業

200 補助金     200

豊島北2丁目公園向きに照明を設
置し、夜間の安全性を向上させ
るとともに、非常時には、きた
てしまプラザの非常用電源を利
用し、非常灯としても利用可能
とする。

豊島北2丁目公園（東側）ＬＥＤ照明灯外
灯設置工事。
きたてしまプラザ既設ソーラー発電を,活
用する事により、非常時の公園照明と公園
治安改善（学校事業ふくまる塾参加学生の
安全確保）を図る。

Ｈ31/3完成　公園の治安改善月大幅に改善
された。
現在設置中のソーラー発電（非常時照明）
に追加＜通常は一般回線にて使用、非常時
に蓄電池へ接続＞、公園の治安改善をも図
る。消費電力が３０ｗ以下と少なく、非常
時におけるきたてしまプラザ内照明等に影
響なし。

地域の治安改善と地域住民に与える安心感は計り知れず。
非常時の公園照明と公園治安改善（学校事業ふくまる塾参加
学生の安全確保）が大幅に改善された。

・設置後の環境の変化を積極ＰＲ
・コミュニティ協議会としてのソーラー発
電有効活動看板設置、広報誌での積極紹介
要

照明の設置により、
夜間の安全確保や治
安改善に効果をあげ
ている。また、非常
灯として利用できる
ことは災害時等への
備えにもなってい
る。

総務課
自治振興費

きたてしまプラザ活
用事業

2,163 補助金　 2,163

地域住民相互の交流の拠点とし
て住民対象の文化教養教室、子
育て支援活動、また中学生学力
向上のために「池田ふくまるは
ばたき塾」開講支援等を行う。

コミュニティ推進協議会の拠点　各種文化
教室開催場所
学力向上の為　夜間教室(はばたき塾　83
回　2.525人)の提供　子育て支援　地域住
民相互交流　親睦の場として開放運営する
目的で十分に活用されています。
(利用回数及び参加者 1,396回 17.966人
教室230回 4,276人)

きたてしまプラザを地域住民相互の交流拠
点として、住民対象の文化教養教室　子供
支援活動が出来た。池田ふくまるはばたき
塾の開講支援　空調機械室を整備し、来年
度本格的に高齢者等憩いの場、談話室が誕
生するので有効活用していきたい。

当協議会の拠点として、地域住民にも認知され、利用者も多
くなってきております。

今後も多くの地域住民に利用される協議会
拠点として運営していきたい。
本年度元空調室を談話室に改装し、來年度
より高齢者　地域の方々　どなたでも気軽
に利用できる談話室にしたいと考えており
ます。

地域住民を対象とし
た教室や活動のため
に場を提供し、住民
からの認知度も高い
ため、住民相互の交
流の場として貢献し
ている。

総務課
自治振興費

きたてしまプラザま
つり事業

40 補助金      40
協議会の活動状況を年に１回、
地域住民に広くＰＲすることを
目的として祭典を開催する。

プラザを利用している各教室の発表の場
や、プラザを利用する地域の住民が一同に
会する機会が少なかった。

教室同士の横の繫がりと今まで関心の少な
かった人も集まる事が出来た。

新たに教室へ参加する人やプラザ祭り次回開催問合せが増え
た。

マンネリ化しない様に新しい企画　運営段
階で多くの地域住民に参加してもらう検討
する。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

地域行事活動促進事
業

75 補助金　    75

地域行事（校区盆踊り大会・校
区秋祭り等）に必要な備品の支
援を行い、地域内行事の活性化
を促す。

日本の伝統行事のまつり，盆おどり等住民
の情報交換が希薄になっている昨今　住民
の対話活性化を計るべきである。
又　地域活性のために何か協力する事があ
ればと思っていた。

まつり　盆踊り等　人口の減少、高齢化に
伴い資金面で取りやめる所もあったが少額
ではあるが助成金を出すことで住民対話も
高まり少しずつであるが活気ある行事が行
われるようになった。

地域の行事に参加者も増え、明るく　より良い街づくりがで
きると思う。

地域　場所により条件の違う状態にあると
思うのでそれぞれの助成金支払先の意見等
聞きより良い方向に配慮する必要があると
感じる。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会でまとめられ
ていたものを役員会
で決定する。

本年度は長年持ち越
してきたきたてしま
プラザの機械室の改
修を行い、拠点とし
てのさらなる機能強
化が図られたものと
認識。
地域が管理運営する
拠点の成功例であ
り、談話室の今後の
有効活用に期待す
る。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

環境美化ウォーキン
グ事業

39 補助金      39

継続的に地域の清掃活動を行う
ために必要な用具を購入し、子
どもたちを含む地域住民が地域
美化運動を展開する。

北豊島地域内の環境改善の為、地域を分割
しゴミ等を拾いながら、ウォーキングを通
じて、「ゴミの発生場所と分析」を実施！
ゴミ撲滅美化活動と健康・地域交流を行
う。
地域住民と協力しながら、ゴミを出さない
為の啓蒙活動を強化する。

第1回目は「熱中症対応」の為中止、3/10
荘園1～2丁目の1回/年のみ実施。「ゴミを
拾い」ながら「ウォーキングで健康に」
「地域仲良く」を目的とした美化活動(第
１３回目)を実施。終了後「ゴミをなくす
には？」を考え。「ゴミ分析データ表作成
と啓蒙(市発行)看板の設置」を重点的に、
環境にやさしい街づくりを目指す。
・近郊住民・各種団体・子供会・企業より
50～60名の参加を得る。
・健康改善の為 ２ｋｍ程度のウオーキン
グを実施。
・啓蒙看板の設置実施。
各地区の活動が浸透しており、啓蒙活動の
効果がうかがえる。

「ウォーキングで健康に」散歩しましょう！
「ゴミはどこにあるの？」探しましょう！
「ゴミ退治」ゴミを拾い掲示板をつけます！
を目的に
・環境美化活動を継続することによる地域の自主的活動を拡
大する。ウォーキングにより、気持ち・見る目の変化・四季
の変化を肌で感じ、地域の変化を感じる。　　・小学生の参
加により継続性を期待。

・ゴミ発生分析結果の活用法。ゴミ撲目に
よる環境改善と健康を目指すことが課題で
あり、地域活動家、学校との連携をとる。
・子供～高齢者まで、楽しく参加して貰え
る環境づくりの継続を心がける。

美化活動と健康を上
手く繋げた活動とし
て評価できる。看板
の設置により効果的
な啓発に繋げていた
だきたい。

環境政策課
自治振興費

環境にやさしいエコ
クッキング講習会開
催事業

40 補助金      40
楽しい食事ができ、環境に配慮
した家計に優しいクッキングス
タイルの講習会を開催する。

「第六回エコクッキング」
野菜ソムリエによる＜キッチンからできる
地球への思いやり＞をテーマに
「いざという時にあると便利な缶詰」
・アレンジレシピで効率よく使いこなしま
しょう
・いろいろな工夫でムダをなくしましょ
う！！！
毎日の食材調達から料理、食事、後片付け
まで、環境に配慮する。家計にも優しい、
これからのクッキングスタイルを先取り継
続と浸透を目指す。

Ｈ31.1/27に実施(1回/年)参加者27名
きたてしまプラザにて3名のヤサイソムリ
エの方に「いざという時にあると便利な缶
詰」「果物の食べ比べ」「エコクッキング
講話」と〝今日からできるエコキッチン〟
実践。幅広い年代、が楽しく学習し料理と
知識を習得する。

〈食材の調達～調理～食事時の努力～後片付け〉まで一貫し
た、エコロジーを身をもって実践できた。
日頃何気なくやっていることであるが、新鮮な感覚にて自然
に身につけてもらえた。

家庭でも季節を味わう思いやりをして貰う
事を心がけて貰う。
・食材を調達‥出来るだけ地元産の食材を
近くの店で調達
・調理…油使用を控え加熱・冷却しないメ
ニューを検討。食材は残さない。
・食事の時…調味料を控え食べ残さない。
・後片付け…洗う前にナプキン等で油分を
拭き取りとぎ汁やゆで汁を有効に使う。
・季節感を考慮。

野菜ソムリエを講師
に招くなど工夫をこ
らした企画・運営さ
れており、楽しみな
がら食品ロスなどの
環境問題を考えるこ
とができる取り組み
として評価できる。

環境政策課
自治振興費

地球にやさしい思い
出作り事業

50 補助金      50

廃棄天ぷら油を利用し、凝固剤
等で固めエコキャンドルを作
成・点灯し、エコキャンドル
フェスタを実施、住民の憩いの
場づくりを行う。

「みんなで広げるエコキャンドルの輪」
廃油の再生利用を目的とし、多くの参加を
頂き、廃油ローソク作りを体験し…準備～
キャンドル点火～後片付け（分別回収を含
む）…
今回も前回に続き、図柄を公募とした。

12/23に第四回目を実施　　参加者‥25名
廃油リサイクルによる「エコキャンドル」
みんなで広げる地域の輪
今回は、参加者のオリジナル作品作りと、
公募図柄（ウオンちゃん）の点灯に成功。
追加としてイルミネーションも点灯。
今回は、目的を理解して頂く為、作成ロー
ソクは、持ち帰りとし、参加者に楽しんで
もらえた。

楽しい時間を共有し、「人・文化・自然」のコミュニケー
ションをより強くして「どうすれば地球環境を見直す事」を
日常の中で、考えて頂く感触は掴めたかと思います。
廃油を活用したオリジナルローソクつくりで楽しさを体感し
ていただけた。

・今回、屋外での作品作りを予定でしてい
たが、天候不順の為出来ず、今後課題であ
る。
　参加者の協力と理解を得る事。時期・点
灯時間を考慮する必要あり。
※次回は園芸高校とのコラボを検討。
・火気厳重注意。　・やけどに注意。

廃油再利用によるリ
ユース啓発と、コ
ミュニティー活性化
に貢献している事業
として評価できる。

環境政策課
自治振興費

公園花いっぱい整備
事業

50 補助金      50

地域の子ども達が安全に遊べる
場の提供として、豊島北２丁目
公園に花壇を作り花を育て、地
域住民の憩いの場とする。

豊島北二丁目公園にて「地域の高齢者休憩
所、幼い子供たちの遊び場、若いお母さん
への憩いの場を提供」し、多くの方の参加
により環境改善
・維持を継続していく。

6/16、11/24の2回実施
園芸高校の先生/生徒さんの指導を受け、
地域住民の皆さんと協力し花壇に季節に
あった草花を植替し憩いの場としての維持
管理を継続。

地域住民の参加により、季節にあった花を植え、観賞する。
花の植え方・育て方等の実地講習を受け、花を可愛がる人の
心に潤いを与え、子供が安心して遊べる安全で清潔な公園と
喜ばれている。

年2回の花植え実施に園芸高校の先生/生徒
さん・地域住民の皆さんの一層の協力を今
後もいただく事が必要。
近隣の方の積極参加をいただけるよう努力
する。
花壇の維持管理を行う。　花泥棒に対する
注意喚起を怠らない。
日没より公園が非常に暗くなる為、今期に
照明を設置し環境改善を実施
来期には効力を発揮するであろう。

豊島北２丁目公園の
花壇の手入れ・管理
を園芸高校と協働で
実施しており、地域
の憩いの場となって
いる。

公園みどり課
自治振興費

豊島東公園及びバス
ケットコート維持管
理事業

194 補助金　   194

バスケットボール等を通じて、
青少年の健全な育成を図るとと
もに地域住民の憩いの場を提供
する。

開園以来　多くの地域住民　子供たちが安
全に遊べる場　青少年がバスケットゲーム
を通じコミニュケーションの場としてコー
ト及び遊具の維持管理必要であった。

バスケットコート　ゴールネット　遊具の
安全チェックをし、月に１回の会員による
清掃作業　開閉時間管理等　整備された環
境を維持できている。

土日には多くの住民　青少年がバスケットを楽しみ、健康増
進に役立っている。
青少年も使用後整備整頓が出来、意識の向上が見られる．

完成後経年劣化進み、コート　シュート板
等の傷みも激しく、近年度に市　ネクスコ
西日本の協力いただき全面改装を考えてい
る。

バスケットコートを
含めた公園の一部管
理を実施すること
で、青少年の健康増
進につながってい
る。

公園みどり課
自治振興費

地域医療講座開講事
業

10 補助金      10
高齢社会に向けて、認知症等の
防止・改善等に対する講座を開
催する。

地域住民に役に立つ医療関係の講座を定期
的に開講して行きたい。

自分らしく生きるために(終活　医療介護
等含)講座(3月27日)の開催45名の参加者あ
り、（講師　市立池田病院　今井総長）関
心がある事を実感、今後も講座内容を考え
継続していきたい。

講座は3回目でしたが参加者人員は横ばいですが効果は望める
と確信した。

少しでも健康が保てる様に人に迷惑がかか
らない様に生きる考えをできる講座を今後
も続けたい。

本市の医介連携推進
事業のなかで作成し
た、将来の意思決定
能力の低下に備え、
話し合うプロセスを
まとめた冊子も役立
つのではないか。

地域支援課
自治振興費

子育て支援事業 730 補助金     730

あそびの広場（年間48回）とぴ
よぴよクラブ（年間42回）を開
催し、紙芝居や絵本、ＴＶシア
ター等親子のふれあい遊びと子
育ての悩み等を関係者とともに
語り合う。

継続事業ですが当地域には以前から未就学
児に対して子育て施設がなく、公的支援の
ない中、子育て中の母親より子育ての仲間
グループ設立の要請でﾛｹｯﾄｷｯｽﾞが設立さ
れ、当協議会が事業として支援をする。

木田弘子氏中心にプラザ内の一室(ふれあ
いルーム)を開放し、テレビ等によるｼｱﾀｰ
劇場　童話の読み聞かせや市より支給のお
もちゃ等での遊び、秋の運動会　クリスマ
ス会　夏の水遊び等ﾛｹｯﾄｷｯｽﾞが運営され、
平成30年度未就園児とその保護者2,962名
の参加がありました。
子育ての悩みなど話し合え、好評を得てい
る。
指導員有償ボランティア制度を導入し、運
営しています。

母親たちにも好評で幼児を明るく元気に育て、自分自身の子
育ての悩みなど共通した話題が出来、参加者も年々増えつつ
ある状況で事業効果は上がっていると思います。
個人相談室や３歳児中心の『ぴよぴよクラブ』等開設

木田氏を中心に事業活動を展開しているが
内容から見て有償ボランティアに切り替え
たが限度あるので検討を加えたい。出来れ
ば何かの形で市の支援をお願いしたい。
指導者の高齢化に伴い、新しい指導者を確
保していきたい。

親子が楽しみ安心し
て利用できる場とし
て地域に定着してい
ると評価。地域子育
て推進会議等で子育
て支援関連機関と連
携しながら、地域に
根付いた活動を継続
するとともに、人的
資源の発掘に努めて
ほしい。

子育て支援課
自治振興費

計 10,885 事業提案限度額　12,097千円　次年度繰越金額　1,212千円
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くれは地域コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

地域掲示板設置事業 263 修繕料     263
老朽化した地域の掲示板を取り
替え、地域団体と共に使用出来
るようにする。

地域内(姫室室町）にある掲示板の老朽化
が激しいため、広報活動に支障があった。

老朽化した掲示板に変わり、新たに設置し
た掲示板は、ワイドで大きなポスターも充
分張ることができ、住民からも賛辞の声が
あった。

ワイドで見やすい掲示板に付け替えたため、地域の広報活動
が活発化した。

地域のお知らせや地域コミュニティ推進協
議会の活動も、この掲示板を通じて地域住
民に広く知らせることができる。今後も広
報活動の充実を図る。

地域の自治会とも連
携し、広報に寄与し
ている。適切な管理
をお願いするとこ
ろ。

地域分権・協働課
自治振興費

道路安全対策事業① 406 修繕料     406
歩行者の安全の確保するため、
見通しの悪い交差点にカーブミ
ラーを設置する。

交通事故等の危険をはらんでいる交差点に
安全な施策を推進して事故の防止を図る。

カーブミラーの設置により、死角が解消さ
れ安全性が向上した。

これまで見えにくい人や車の往来がカーブミラーの設置で確
認でき、子どもやお年寄りを交通事故から守れるようになっ
た。

地域内には、まだまだ危険な個所が点在し
ているので、カーブミラーの設置を順次検
討していきたい。

交通安全性の向上に
一定の効果があった
と評価する。

道路・河川課
交通対策費

街路灯強化事業 454 電気使用料  11
修繕料     443

夜間の事故や犯罪を未然に防ぐ
ため、街路灯の設置及び維持管
理を行う。

地域内の街並みでうす暗い道路等に街路灯
を設置し、安全確保に努める。

地域内に街路灯を設置することにより、夜
間の安全を確保することができた。

市民が通行する道路に街路灯を設置したことで、地域住民か
ら安心して夜間の通行ができるとの喜びの声が聞こえてき
た。

地域内のうす暗い場所等に安全確保のた
め、街路灯の設置を進めていきたい。

街路灯の強化によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路・河川課
交通対策費

呉小吹奏楽クラブ支
援事業

441 校用器具費 441
呉小吹奏楽クラブの楽器購入を
支援する。団体の活動支援を行
う。

呉服小学校の吹奏楽クラブの楽器が老朽化
していて、正確な音程を出せない状態であ
る。

老朽化した楽器（テナーサックス）を新規
購入することで、古い楽器を新しく入って
くる児童の練習用に活用している。

新しい楽器演奏で技術の向上に役立つとともに、練習用の楽
器ができたことで更なるレベルアップが図れる。

年々老朽化する楽器を計画的に買い替えす
るこがこれからも必要と思われる。

使用可能な楽器の一
層の充実により、生
徒の演奏技術の向上
に繋がった。

総務・学務課
学校管理費

市民レクリエーショ
ン大会事業

350 行事報償金 350
地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。コミュニ
ティ意識の向上に努める。

地域のスポーツ振興会が開催している市民
レクリエーション大会を支援する。

当協議会が行事報償金として支出すること
で、地域住民のコミュニティ意識の向上を
図る。

市民レクリエーション大会に当協議会が参画することで地域
住民のコミュニケーションの向上が図れた。

他地域の行事報償報奨金とも検討し、校区
の市民レクリエーション大会が活性化する
よう努める。

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

482 補助金     482

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸配布する。

協議会の存在や活動内容について、地域全
体に広報することで理解をしてもらってい
る。

校区に居住する住民に、協議会の活動報告
を周知することにより、協議会の活動につ
いて理解が得られた。

結果、校区に居住する住民から協議会への参画希望が増加
し、特に若い世代の人達からの新入会員が得られた。

今後も益々内容の充実を図り、毎年実施し
ている事業のお知らせや協議会への参加を
促進していきたい。

若い住民の参加が増
えたことは大きな効
果。今後も引き続き
読み応えがある誌面
作りに勤めてほし
い。

秘書・広報課
自治振興費

合同防災訓練事業 180 補助金     180

不慮の災害時、地域住民と協力
し難局を乗り越えられるよう、
住民相互による協力関係を構築
するため、呉服小学校区内の合
同防災訓練を実施する。

校区内での防災訓練は、昨年から８自治会
で実施して、実際の災害が発生した場合を
想定した上で、地域住民同士が一体感を得
ることができた。

呉服小学校を活用して、合同防災訓練（８
自治会）を実施することで、地域住民同士
が一体感を得ることができた。

不慮の災害時、自主防災会と地域住民が協力して難局を乗り
越える事ができるよう、相互信頼の構築ができた。

防災訓練の内容をより充実させることによ
り、地域住民との信頼関係をさらに向上さ
せること課題と思える。

防災訓練の実施によ
り災害に向けた自
助、共助の推進を期
待する。

危機管理課
自治振興費

青パト隊パトロール
活動事業

205 補助金     205
青パト隊による地域巡回活動を
行い、各種犯罪の抑止に努め、
安全な地域環境をつくる。

青パトでの呉服小学校区内巡回パトロール
実施により、各種犯罪の抑止効果を図る。

呉服会館敷地内に設置した青パト駐車場を
拠点に、隊員による巡回回数や巡回範囲の
拡充を図ることで地域の安全確保ができて
いる。

呉服小学校区内の細い道まで巡回範囲を広げることにより、
各種犯罪の抑止効果に車両を活用できた。

より一層の巡回活動の充実を図る。
今後もパトロール活
動の強化に努めてい
ただきたい。

危機管理課
自治振興費

地域コミュニティ推
進協議会拠点管理運
営事業

1,152 補助金   1,152
呉服会館を地域コミュニティの
拠点施設として管理運営を図
る。

共同利用施設呉服会館の一室を地域コミュ
ニティ推進協議会の活動拠点として、備品
等の整備を進めている。

地域コミュニティの拠点として、地域活動
の活性化が図られた。

協議会における役員会や各部会の活動が活発に展開され、地
域分権推進に大いに役立っている。

小会議室の再整備と備品購入で協議会活動
の更なる活性化を図る。

人員体制を含め、拠
点のあり方について
はもう一度みなさん
で議論いただきた
い。

地域分権・協働課
自治振興費

地域内会館設備改修
事業

794 補助金　   794
呉服会館の畳及びカーテンの整
備を行い、利便性を向上させ
る。

地域内の共同利用施設「呉服会館」のカー
テンの修繕、畳新調してほしいと、利用者
からの要望があったので購入した。

共同利用施設「呉服会館」を改修すること
により、とてもきれいになり利用者の賛辞
の声を届いた。

老朽化した施設を改装することにより高齢者も利用しやすく
なり大いに歓迎されている。

他の共同利用施設等の設備も改修を検討し
ていきたい。

会館の利便性が向上
したものと評価。積
極的にご利用いただ
きたい。

地域分権・協働課
自治振興費

地域内会館備品整備
事業

253 補助金     253
地域内会館の備品整備を行い、
利便性を向上させる。

１．地域内の共同利用施設「姫室室町会
館」パイプイスが老朽化しているため、利
用者から買い換えの要望があったので購入
した。
２．地域内の施設「宇保会館」の座卓テー
ブルが老朽化しているため、利用者から買
い換えの要望があったので購入した。
３．地域内の施設「呉服会館」のホワイト
ボードが老朽化しているため、利用者から
買い換えの要望があったので購入した。

共同利用施設「宇保会館」「呉服会館」
「姫室室町会館」の老朽化した備品を新規
に買い換える、改装、装備することによ
り、利用者の賛辞の声を届いた。

老朽化した備品を新規に買い換える、改装、装備することに
より企画行事が円滑になり大いに歓迎されている。

他の共同利用施設等の備品も買い替えを検
討していきたい。

各会館の実情に応じ
て、利便性が向上し
たものと評価。適切
な管理をお願いした
い。

地域分権・協働課
自治振興費

地域イベント備品整
備事業

300 補助金　   300
地域で開催されるイベント等に
使用する備品を整備し、地域の
活性化を図る。

地域内のイベント備品を利用者からの要望
があったので購入した。

テント、テーブル装備することにより、利
用者の賛辞の声が届いた。

地域のお祭り、イベントに貸し出することにより企画行事が
円滑になり大いに歓迎されている。

必要なものを厳選して、購入したい
事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

くれは祭り開催事業 800 補助金　   800

くれは祭りを各種団体と協働で
開催する。地域の人と人との繋
がりを深め地域コミュニティの
活性化を図る。

くれは地域内のコミュニィケーションの充
実を図ることを目的に合同で祭りを開催す
る。

地域内の各種団体の協力を得て、大正琴を
はじめ低価格模擬店等で盛り上げていただ
き、地域内のコミュニィケーションの充実
を図ることができた。

今年度は５月に呉服小学校で開催し、地域内の幅広い年齢層
に参加してもらい、祭りを盛り上げることができた。

地域内のコミュニィケーションを今後も積
極的に図り、地域のつながりを広げていき
たい。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

リユース活動事業 50 補助金      50
家庭で不要になった子ども服等
を融通しあうことでリユースを
推進する。

衣服に名前を書いてしまっているような衣
料品は店舗での引き取りをしてもらえず捨
ててしまわなければならないので、融通し
あう家庭で不要になった子供服をリユース
する
また呉服小学校体操服のリユース

とても好評で、来年もぜひ開いてほしいと
いう言葉を頂いた。先生方にも高評価でし
た

当日手伝って頂いた方に、コミュニティ推進協議会に参加登
録していただいた。

他の分権などに開催を望む

特に子育て世代に有
効なリユース事業で
ある。対象世代のコ
ミュニティ形成にも
有効と考える。

環境政策課
自治振興費

呉服小学校花いっぱ
い運動支援事業

180 補助金     180

地域と学校が一緒に実施する
「みんなで育てる花いっぱいプ
ロジェクト」活動の支援を行
う。

地域と学校が一緒になって花を育てる活動
を支援する。
満寿美町内にあるプランターの手入れ

「みんなで育てる花いっぱいプロジェク
ト」活動を支援する。
満寿美町内に緑が増えた

呉服小学校と地域が一緒になって花を育てるプロジェクトに
参加し、子ども達が花を育てる喜びを感じ、感性豊かな心を
育む事ができた。
地元の方々に好評を得た

感性豊かな子ども達を育てていく事業に
も、今後とも積極的に対応していきたい。

今後も地域と学校が
緑化活動を通じて、
ふれあいの場を広げ
ていくことに期待す
る。

公園みどり課
自治振興費

道路安全対策事業② 247 補助金     247
児童が登下校の際に利用する通
学路にグリーンベルトを設置
し、児童の安全を確保する。

児童の登下校時に利用する通学路に、交通
事情の激しい危険な箇所があり、交通事故
が発生しないかと気になっていた。

交通事情の激しい危険な道路にグリーンベ
ルトを敷設したことにより、交通事故から
子ども達を守る事ができる。

グリーンベルトの設置により、登下校する子ども達を安全に
誘導できる事により、交通事故を回避できる。

地域内には、まだまだ危ない箇所があるの
で、順次設置に向けて対応したい。

交通安全性の向上に
一定の効果があった
と評価する。

道路・河川課
自治振興費

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各事業責任者の意見
を聴き、協議会で決
定する。

本年度も道路安全対
策や会館機能の充実
等の提案の中で、地
域で出来るところは
地域で実践いただい
たものと評価。
事務所のあり方につ
いては、人員体制も
含め、あらためて地
域内で議論いただ
き、安定的な運営を
期待する。
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キッズランド支援事
業

116 補助金     116

呉服小学校で行われている
「キッズランド」で使用する用
品を購入し、子育て支援を推進
する。

地域内の呉服小学校のキッズクラブに遊具
備品を整備し、子育て支援を推進する。
要望が市民からあった。

地域内の呉服小学校のキッズクラブに遊具
備品を整備することにより、子供たちの環
境が改善した。

子育て世代の市民は日々負担増であるが、少しでも安心安全
の助けになっているので大いに歓迎されている。

今後も支援していく。

遊具備品を整備した
ことで、子どもたち
が遊具を取り合うこ
となく充実した活動
を展開できた。有効
な事業として評価で
きる。

教育センター
自治振興費

グラウンドゴルフ実
施事業

90 補助金      90

高齢者と若者が一緒にグラウン
ドゴルフを行い、スポーツを通
じて地域コミュニケーションを
図る。

グラウンドゴルフの普及とスポーツを通じ
ての地域のコミュニケーションを図る。

年４回のグランドゴルフ大会を開催するこ
とにより、地域住民同士のコミュニケー
ションが図られた。

参加者は会を重ねるごとに増加し、グランドゴルフを通じて
のコミュニケーション作りは効果あり。

若者の参加が得られなかったことなど、今
後の広報活動や運営の方向性に検討の余地
あり。

スポーツを通じた地
域住民どうしの交流
促進につながった。

生涯学習推進課
自治振興費

計 6,863 事業提案限度額　15,227千円　次年度繰越金額　8,364千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

石橋地域コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　    100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

防犯カメラ維持管理
事業

508
電気使用料  73
設備保守点検委託料
435

安全で安心な暮らしの実現に向
け設置した防犯カメラの維持管
理を行う。

一部死角になっていたところ、及び、犯罪
者の逃走経路抜けモレが有り。

設置個所も増え、安全で安心な暮らしが出
来る。又、第三者の目（者）による期間中
（夏休み/大型連休）の見守りが可能とな
る。

設置個所が増えたことによる抑止効果ありと判断します。

リースのような、安価な設投で、管理費の
低減。各家庭への援助/企業の電柱中活用
等の検討が必要。又、高層ﾋﾞﾙの屋上への
設置/車載ｶﾒﾗ等も今後の検討課題とする。

継続的経費について
理解の上、適切な維
持管理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域内会館備品整備
事業

1,264 庁用器具費1,264
地域内会館(井口堂北会館)の備
品整備を行い、利便性を向上さ
せる。

地域内会館で利用者が多い井口堂北会館の
会議室の長机、椅子、スリッパを買換えた
い。
長机、椅子は、古くて重く、色合いも暗
く、机と椅子の高さ乖離や配置、格納等に
利便性を図りたい。

長机は表面は白く、椅子は明るい色合いで
軽く、利用者からも好評である。

長机、椅子とも軽く、利用する高齢者も出し入れがスムーズ
に出来ている。

机、椅子の数量が未だ不足している。ス
リッパも古く、汚れが目立ち利用者からも
買換え要望が多く寄せられている。現下駄
箱も薄汚く、作り替え若しくは大清掃が必
要。

会館の利便性が向上
したもの。積極的に
ご利用いただきた
い。

地域分権・協働課
共同利用施設管理費

地域掲示板設置事業 505 修繕料     505
老朽化した地域の掲示板を取り
替え、地域団体と共に使用出来
るようにする。

掲示板が老朽化して見難くなり、石橋コ
ミュニティとともに地域団体等の情報提供
が十分に行き届かないことがあった。

見やすい明るい新しい掲示板が設置された
ことによって、石橋コミュニティとともに
地域団体等の情報提供が十分に行き届くこ
とになった。

見やすい明るい新しい掲示板を通して地域に必要な情報、地
域の行事、石橋地域コミュニティや地域団体等の活動内容
等、を広く伝達することが出来た。

地域の年間イベントの繰返しのお知らせが
多い。そのため話題性のある催しものを取
上げたり、自然災害時の対応、地域安全、
等の地域に関連する幅広い事柄も掲示して
いきたい。

自治会とも連携し、
地域内のコミュニ
ティ強化にも寄与。
適切な管理をお願い
するところ。

地域分権・協働課
自治振興費

ＡＥＤ管理事業 10 消耗品費    10

地域内の各会館に設置したＡＥ
Ｄについて、定められた消耗品
の交換をし、正常に使用できる
よう維持管理を行う。

期限切れ、及び、バッテリへの不安あり。
…撤去へ方向転換

いざという時に、心臓ﾏｯｻｰｼﾞが出来るか？
他地域の状況、市との協力体制等情報収集しながら、どのよ
うにするか要検討。不明？

幸いにも、殆ど出番がなく、使用方法がわ
かる経験者(訓練実施者）が減りつつある
中、AEDに替わる一番有効な心臓マッサー
ジ方の訓練回数を増やす及び、訓練が簡単
にいつでも出来る機材の設置検討、ならび
に研修/講習会を頻繁に開催するよう検討
する。

共同利用施設にAED
を配置することで、
多くの住民の安心感
を得ることが出来る
と考える。今後も引
き続きAED設置・管
理要領に基づき、救
命講習の受講に努め
ていただきたい。

健康増進課
保健衛生総務費

街路灯強化事業 42 修繕料      42
夜間の事故や犯罪を未然に防ぐ
ため、街路灯の設置及び維持管
理を行う。

いつ壊れるか不安であり、定期点検/交換
を実施することにより、安心を買う。

壊れる前に、事前点検交換を実施し、正常
な状態をｷｰﾌﾟしている。

死角の減少により、夜間の事故や犯罪を未然に防ぐことが可
能

ｾﾝｻｰ機能付き及び、ｿｰﾗｰ電源に変更するこ
とによる、消費電力抑制及び必要時の明る
さ確保、又、今後の自然災害に備えた設備
への移行を検討要。

街路灯の強化によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路・河川課
交通対策費

道路安全対策事業 203 修繕料     203
歩行者の安全の確保するため、
見通しの悪い交差点にカーブミ
ラーを設置する。

いつ事故が起こるか不安であった。
見通しが良くなり、歩行者が安心して通行
可能。

歩行者の安全確保ができ、見通しの悪い交差点減少。

車両等のｽﾋﾟｰﾄﾞを抑制し、歩行者の安全を
確保する為に、各種ｾﾝｻｰﾂｷｶｰﾌﾞﾐﾗｰﾀｲﾌﾟ他
を採用し、交通事故等を未然(最小限）に
防ぐ手段の検討が急務である。

交通安全性の向上に
一定の効果があった
と評価する。

道路・河川課
交通対策費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200

地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。スポーツ
意識の向上とコミュニティ活動
の充実に努める。

当事業も地域住民も市民運動会として毎年
１０月第２日曜日に開催されることが浸透
しているがさらに幅広く参加を呼びかけた
い。

今年度は、天候の関係で近隣の幼稚園と同
日開催となったが参加人数は例年と変わら
ず大盛況で大きな事故もなく終えることが
出来た。

石橋校区スポーツ振興会を中心に各団体間の連携がスムーズ
になり、協働する参加者が年々増加し、各人間の繫がりも太
くなった。

今年度、1種目新たなプログラムに変え新
鮮さを図り、より参加意欲を盛り上がっ
た。
スポーツ推進委員の存在、活用方法をより
以上図る必要がある。

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

400 補助金     400

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸配布する。

コミュニティの各部会が行う事業内容を住
民にPRすることでコミュニティの存在と役
割を知ってもらう為に行う事業。

年間2回の発行、旭丘、井口堂と石橋地域
がお互いの地域コミュニティの活動内容と
地域性を認識できた。また自然災害が頻発
したことから災害対応（A３避難場所地
図、等）や進展するネットワーク対応の記
事で、地域の現状、コミュニティ推進協議
会の事業及び活動内容等を広く伝達でき
た。

紙面を通して地域に必要なニュース、学校と地域のつなが
り、地域の行事等又「特殊詐欺」に引っかからない等、PR出
来た。地域の現状、コミュニティ推進協議会の事業及び活動
内容等の伝達とともに、石橋地域コミュニテイホームページ
の活用で石橋地域の情報発信は進展した。

地域コミュニティの中の事業には継続型が
多い、紙面が報告の記事ばかりになる。そ
のため話題性のあるものとして自然災害時
の対応、敬老の里プロジェクト、我が事丸
ごと、等の地域の関連記事も扱いたい。

左記記載のとおり、
災害や特殊詐欺防止
の啓発など、話題性
の高い重要な情報を
うまく取り入れてい
る。

秘書・広報課
自治振興費

避難行動要支援者対
策事業①

225 補助金     225

石橋小学校区の要支援者のう
ち、要支援に同意された家庭に
対し、定期的に安否確認を行
い、非常時には避難誘導に努め
る。

既存の地区委員や団体会員による　身近な
高齢者等要支援者への声掛けやフォローを
行っていた

池田市危機管理課に提供された避難行動要
支援者情報提供に同意された方687名（平
成２９年６月２０日現在）の方に対し年３
回の訪問し、安否確認を行ない現状況など
を話してもらった

訪問を重ねる間に所在不明の方の現況が判明したり、初めは
訪問した確認員に疑問や不安を感じられた方も回数を重ねる
ごとに今までわからなかったことや、不安に思っていること
などを話され、自治会組織の薄れた地域で生活している要支
援者の安心につながった

地域の要支援者はこれからも増加すること
が予測され、それに対応するための確認員
の人数も確保していかなければならない。
確認員の名札所持しているにも関わらず、
不審者と思われたりもあり大変な事業でも
ある。そのためにも市でも事業の活動を広
報してもらう等、協力しながら地区の要支
援者を見守り、災害時には少しでも地域住
民の情報が即時にわかるようにしていきた
い

危機管理課
自治振興費

避難行動要支援者対
策事業②

217 補助金     217

石橋小学校区の要支援者のう
ち、要支援に同意された家庭に
対し、定期的に安否確認を行
い、非常時には避難誘導に努め
る。

訪問して　事業の内容や所属等を説明する
のに時間を要した

一目で確認委員とわかるように写真付きの
確認証とベストとバッグを所持したこと
で、安心して対応してもらえた。

回を重ねるごとに、要支援者の方に訪問を喜んでもらえた。

たくさんの資料や筆記用具をバッグに入れ
て行動するが、バッグの中身がバラバラに
なり訪問先やその途中での整理に時間がか
かるため、バッグを整理できるようなもの
を考えたい。

危機管理課
自治振興費

地域防災体制強化等
事業①

1,000 補助金   1,000

自主防災組織の体制強化を図る
ため、防災倉庫に防災備品を整
備する。また、防災訓練を関係
各所の協力のもと実施する。

緊急時に誰が何をするべきなのか不明確で
あった。

組織網の整備及び、緊急時の対応（訓練で
はあるが）が出来た。

地域住民及び学校等の協力の基、連携をしながら訓練も出来
た。
今回は特に学校のご協力に感謝いたします。
参加者各自の経験となり記憶の片隅にでも残れば、いざとい
う時の助けになると期待する。

各種の災害及び時間帯に即対応が出来る
か、訓練内容（夜間含め）を変えつつ継続
実施する。学校の設備を使用せず、公園等
にて何も無い場所で一から炊き出し他可能
かやってみる価値あり。又、傷の手当他、
身近にある品物を応用し、簡単に出来る方
法等も織り込んでの実施としたい。

災害時における地域
の防災力向上を期待
する。併せて必要箇
所も備蓄品の配備が
実施でき、災害時の
適切な利用を期待す
る。

危機管理課
自治振興費

地域防災体制強化等
事業②

157 補助金     157
自主防災組織の体制強化を図る
ため、研修会を実施する。

自然の力/恐怖/何が出来る/日頃からの準
備等知識不足

見て/知って/感じて、各自とらえ方は異な
ると思うが、自然のすごさ/脅威を感じ、
日頃の心構えが少しは変化したと思える。

今回は初めての取組みであり、参加者数の心配をしたが、関
係者の協力の基、関係者が中心となったが、地域住民もご参
加いただきまずまずの成功と判断する。
参加者各自の経験となり記憶の片隅にでも残れば、いざとい
う時の助けになると期待する。

現在住んでいる環境（自然状態）に応じ
た、体験が急務と考える。
・土砂災害他
各地域にある施設を見学し、疑似体験を多
く積み重ね、豊富な経験として記憶し、い
ざという時に役立たせるよう、地域住民に
より多くの参加を促す工夫を検討課題とす
る。

地域の安全確保に向
けて必要に応じた使
用及び効果を期待す
る。

危機管理課
自治振興費

地域内会館備品運営
事業

400 補助金　   400
井口堂北会館に整備した備品の
運用を行う。

コピー印刷機が地域内のボランティア団体
に効力良く使用され費用、時間とも軽減出
来ていたが5年経過して、今年度に入って
からは修理も増え困っていた。

新しい印刷機が入り、すみやかにコピー印
刷出来、各団体とも、スムーズに資料関係
については活用されることとなった

各団体の印刷費用、時間が軽減されより活動が活発に出来て
いる。

設置場所が２階廊下の為、印刷音が他の部
屋に響き、使用者からクレームが来ること
がある。廊下の為夏は暑く冬は寒いので使
用者が困っている。

共同利用施設の利用
者の迷惑とならない
よう、対応いただく
ようお願いする。

地域分権・協働課
自治振興費

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会でまとめられ
たものを、役員会で
決定する。

他地域に先駆けて要
支援者対策が事業化
したことは大きく評
価する。協議会が地
域の他団体と非常に
密に連携できている
証左でもあり、また
当該活動によって、
さらにコミュニティ
の深化が進んでいく
ものと認識。

池田市において最初
に評議会を立ち上げ
て、要支援者対策を
前向きに実施して頂
いており、パイオニ
ア的な存在である。
大変な業務ではある
が、今後も継続的な
実施に期待する。
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地域行事等活動促進
事業①

400 補助金     400

納涼大会等を実施する地域団体
に電気設備設営及び活動運営を
支援して、コミュニティ活動の
充実を図る。

今年は地震等自然災害を経験して、住民の
安全・安心・連携性を考え、幅広く呼びか
ける。各店も照度アップ依頼も多く、参加
者の安全を考えると電気工事費が厳しく
なっている。

電気設営時、住民の協力参加が多数参加、
中学生の参加は大変歓迎された。場内は明
るく、大きな事故もなく、２５周年記念納
涼大会が終了した。

各団体のつながり、わが事丸ごと、校区全体の活動に協力参
加の増加がある。

納涼大会の中心のやぐらの老朽化対策と電
線ケーブルの点検、照明備品の充実。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

地域イベント備品整
備事業

184 補助金     184
地域で開催されるイベント等に
使用する備品を整備し、地域の
活性化を図る。

使用しなくなった、小中学校の机を使用、
高さ違いなどがあり使用しずらく、損傷も
たくさんできていた。

軽量で子どもも運べたり、使用しやすく
なった。清潔感があってよくなった。

地域イベントには必らず使用されるようになり、学校からの
借数が減った。

できるだけ、小、中学校に借用せず、イベ
ント備品として増やして、整えていけるこ
と。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

リサイクル活動事業 30 補助金      30

ペットボトルキャップの回収リ
サイクルを行う。資源の有効利
用を図ると同時に住民の意識を
高める。

キャップ回収容器施置場所の増加、回収量
の増加がほしい。

広域の設置場所として福祉センターに大
２、小２を設置する。社会福祉協議会さん
の協力を得ながら、資源有効のＰＲ、石橋
のＰＲとなった。

コミュニティ活動のＰＲと共に回収量も昨年より増加、他の
部会とのコラボ（花いっぱい運動）が取り組めた。

回収作業の効率化を計る。

活動の広がりによ
り、リサイクルの推
進と市民への啓発が
効果的に実現できて
いると認識。

環境政策課
自治振興費

地域美化整備事業① 20 補助金      20

美しい街を目指すため、啓発用
ポスター等を作成し、地域住民
のモラルの向上を図るとともに
３ヶ月に１回、地域の清掃を行
う。

①啓発ポスター破損箇所確認・新規掲示箇
所依頼

①今年度は、台風・暴風雨・の後は被害甚
大。破損箇所補修済

①環境部員の活躍で、破損箇所全て補修済、見映え良くなっ
た。

①啓発ポスター事業は、継続していきま
す。

この取り組みによ
り、美化意識が根付
いてきているのは大
きな成果と認識。

環境政策課
自治振興費

地域美化整備事業② 40 補助金      40
花や緑にあふれた「美しいまち
づくり」を目指し、宅地周辺の
雑草除去を行う。

②「美しい街ずくり」ポスター配布家庭を
増やせれば

②「美しい街ずくり」ポスター配布枚数を
前年度より５００枚増やした。 ②各家庭の雑草が少なくなり、庭が綺麗になって来た。

②「美しい街ずくり」ポスター配布も、継
続していきます。

地域により雑草除去
を進めることで、美
しい街づくりの啓発
となっている。

公園みどり課
自治振興費

地域美化整備事業③ 110 補助金     110

花や緑にあふれた「美しいまち
づくり」を目指し、地域の幼稚
園や小学校と協力しながら花を
育てていく。

③「花いっぱい運動」小学校と地域の方々
のつながりを期待したい

③「花いっぱい運動」で出来上がった。花
植えプランターを保育所・学校・施設・郵
便局・交番・街角・公園に贈呈しました。

③「花いっぱい運動」は、石橋小学校の児童達と先生方、地
域のボランティアの方々の美しい街にの気持ちを大切にして
いきます。お配りした所は、世話をしていただき、美しい街
になってます。

③「花いっぱい運動」と「リサイクル活動
事業」との新しい取り組み回収された
キャップで花いっぱい運動のプランターを
作ってもらい小学校・地域の方々の絆を深
めたい。

地域の幼稚園や小学
校など各施設へ花鉢
の配布を行うことに
より、地域緑化に貢
献している。

公園みどり課
自治振興費

公園整備等事業 100 補助金     100

公園が憩いの場、遊びの場、集
合の場として地域住民に積極的
に活用されるよう、機能の維
持・充実を図る。

１)公園遊具前の地面に雨の流れる川の様
な溝が５・6箇所あり深さ最大8cm・長さ７
m出来てる。
２)公園トイレ横石橋保育所前雑草が生い
茂っている。
３)花壇の周りには、例年通り大木の実・
落葉、剪定だけでは無理
４)花壇は、前年度の花枯れ状態

１)石橋納涼大会前に環境部長とボラン
ティアの方々と公園内の砂で、埋なおし
た。
２)約８０㎡を芝生を植えた。
３)大木の実・落葉は取り除いた、が解決
にはならない、花壇を別の場所へ移設も、
無理(大木問題・日陰等）
４)花壇・プランター・に四季の花を植え
付けた。
＊)公園内の雑草刈りは、月１回実施して
いる。

１)雨降りの状況にもよるが、今年度の様な暴風雨では、修理
前よりも酷くなっている。
２）植え付け後は、良くなった。が今年度の７月酷暑で１／
３枯れた。（週1回の水やりでは酷暑を乗り越えられなかっ
た。）
４）花壇・プランター共に綺麗に咲き誇っています。
（週４回の水やりが、酷暑を乗り越えた。部員の努力のおか
げ）

１)公園内の砂では駄目です。凹の箇所に
土を入れます。
２)５期目の芝生の植え付けに、躊躇する
が、1期～4期までの効果を見れば、月１回
の雑草刈りでは無理の為芝生の植付続行し
ます。
４)花壇・プランター共に花の数を増やし
て行きたい。
＊)水やり問題点
花壇の水やりは、短時間(２0分以内)
芝生の水やりは、長時間(1時間以上)夏場
は体力の問題
地域住民の方の協力を依頼することが必要

公園内の花壇の管理
や雑草除去などを行
うことで、地域住民
の憩いの場になって
いる。

公園みどり課
自治振興費

交通安全モラル啓発
事業

70 補助金      70

車・人・自転車の事故減少及び
マナー向上のため、交通安全モ
ラル教室を開催する。また、交
通安全対策として、標識看板の
設置を行う。

自転車も軽車両であると言う認識も乏し
く、標識の見方及び自転車の正しい操作方
法等知識不足である。

幾分かわ理解できたと思われるが、当日だ
けであり、翌日以降実施できているかと言
うと定かではない。継続訓練が必要であ
る。

即効性は無いが、毎回実施することが必要と考える。又、子
供達だけではなく、家族全員の協力が必要であり、特に指導
しなければいけない両親（特に母親）、おじいちゃん/おばあ
ちゃんの運転マナーの悪さが目につく。及び保険の重要性。

子供達を中心に継続実施はするが、指導者
である両親・おばあちゃん及びおじいちゃ
んへの指導が急務と思われる。他、保険へ
の加入促進、並びに自転車の点検等地域の
自転車店様のご協力の基、展開が必要であ
る。集客力に課題有、自転車だけでなく、
交通安全ということで、ﾊﾟﾄｶｰ/白ﾊﾞｲ/ｽﾀﾝﾄ
ﾏﾝによる事故再現等の協力支援を考えた
い。

継続的に行うこと
で、石橋地域の子ど
もに対してマナー向
上につながった。保
護者に対してもチラ
シの配布等で継続的
に啓発することが必
要であると考える。

まちづくり・交通課
自治振興費

石橋小学校備品整備
事業

80 補助金      80
小学校の体育行事等に使用する
備品を整備し、小学校と地域と
の交流を深める。

市民運動会で毎年、石橋小学校から借用し
て紅白玉入れ競技を行っているが破損、汚
れが目立ち使用不能の意見が多く寄せられ
ていた

紅白玉が新調され、小学校と市民運動会に
使用することが出来た

地域コミニュティの協力で紅白玉が新調されて学校、ＰＴ
Ａ、児童も大喜びで、以後の依頼事等や交流がスムーズに進
んでいる

学校の備品類もかなり古くなっており、地
域で協力して整え相互に交流を深めて、子
ども達の育成を見守りたい

老朽化した備品を再
整備することにより
スムーズに行事を行
うことが可能となっ
た。

総務・学務課
自治振興費

異学年交流事業 250 補助金　   250

異学年交流により上級生は下級
生をいたわり、下級生は上級生
を慕い敬う人間関係を幼少期か
ら育成する。

子ども会、ＰＴＡ、地域の人(校区内にあ
るボランティア団体)は各々の活動で協働
で活動する機会が少なく交友が少なかっ
た。

子ども達や若い保護者、地域の人達、高齢
者住民が準備会議や事前準備、当日の運営
を手助けする機会が増え顔馴染みになり、
子ども達に住民の声掛けを容易にし、挨拶
する光景が増えた。

交流事業の認知度が上がり多くの人から協力の申し出があ
り、多くの人が参加して頂き、美味しく、楽しく、可笑し
く、参加者全員が愉しい時間が過せた、今後も継続的に開催
して欲しいとの要望する声が多くあった。

現在実施月の天候、気候が難しく、実施判
断、材料購入等に思案することが難しく次
回実施会議で検討する。
時間工程に中弛みに工夫したがより充実を
図り、より家族ぐるみで参加出来る事業内
容としたい。

フェスティバルに子
どもたちをはじめ、
保護者や地域住民等
が参加し、世代を越
えた交流を図ること
ができた。有効な事
業として評価でき
る。

教育センター
自治振興費

計 6,515 事業提案限度額　10,222千円　次年度繰越金額　3,707千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

五月丘地域コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

防犯カメラ新規設置
事業

321 電気使用料   9
機器借上料 312

安全で安心な暮らしの実現に向
け、街頭犯罪件数のさらなる減
少を図るため、防犯カメラを設
置する。

防犯カメラの設置について、費用対効果等
の疑問を呈する意見もあったが、人間関係
の希薄化、スピード化、犯罪の抑止効果を
期待して設置を始めた。

当地域は市内でもとりわけ犯罪の少ないと
ころではあるが、交通事故の実証等に効果
を発揮した。

住民の間にも、設置に対する認識が広がってきた、当初は犯
罪、交通事故を想定していたが、失踪等についても用途が拡
大してきた。

管理、運営の正確化、迅速化を図り、結果
についてのフォローがあれば今後の地域防
犯の一助になると思います。

危機管理課
自治振興費

防犯カメラ維持管理
事業

784

電気使用料　53
設備保守点検委託料
261
機器借上料 470

防犯カメラの維持管理を行う。
平成３０年度は平成３０年１月に３台設置
して、それまでは１４台を設置していた
が、合計１７台となった。

設置台数も増えてきて地域として安心感が
増大してきている。

地域住民や車の運転者、小学校のＰＴＡなどから防犯カメラ
を設置して安心できるという意見を多く聞く。

カメラの台数が増えて担当課も維持管理、
警察対応が大変だと思いますがよろしくお
願いいたします。

危機管理課
自治振興費

緊急通報装置管理事
業

1 電気使用料   1 緊急通報装置の電気代を賄う。
小学校、中学校の主要な通学路で人の通り
も少なく犯罪行為があっても分かり難かっ
た。

設置場所付近における犯罪、事故等は無
い。

設置効果はある。
いたずらによる警報音により、近隣への迷
惑がたまに生じることがある。

緊急通報装置の運用
が今後犯罪の抑止効
果に繋がることを期
待する。

危機管理課
自治振興費

地域掲示板設置事業 254 修繕料     254

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容を地域住民に知らせる
ため、掲示板を設置し、地域団
体と共に使用出来るようにす
る。

１１台の掲示板を設置していた。
新規設置分は大阪府住宅供給公社敷地を借
用して設置した。

Ｔ字路で見通しもよく、通行の障害にならず、多くの住民に
情報の提供ができるようになった。

掲示物の数が増えて掲示板が満杯の状況が
続くことが多くなった。掲示物の更新が適
宜行われているか管理する必要がある。

地域の広報に寄与し
ているもの。適切な
管理をお願いすると
ころ。

地域分権・協働課
自治振興費

ＡＥＤ管理事業 19 消耗品費    19

地域内の各会館に設置したＡＥ
Ｄについて、定められた消耗品
の交換をし、正常に使用できる
よう維持管理を行う。

使用期限が切れる消耗品の更新を行う。
五月丘会館とセブンイレブンに設置分の更
新を行う。

設置場所が人の集合が多いところで、安心感がある。
今後、地域での設置を考える時、利用状況
から台数の拡大は避ける方が良い。

共同施設等にAEDを
配置することで、多
くの住民の安心感を
得ることが出来ると
考える。今後も引き
続きAED設置・管理
要領に基づき、救命
講習の受講に努めて
いただきたい。

健康増進課
保健衛生総務費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200

地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。地域コ
ミュニティ意識の高揚に努め
る。

地域のスポーツ振興会等が独自で地域の秋
の運動会を開催していた。

五月丘フェスタ、グランドゴルフ大会の協
力など団体間の連携が緊密になった。

地域にとって協賛団体が増えて、事業に参加する人数も多く
なり盛り上がった。推進協議会のＰＲにも一役買ってくれ
た。

もっと面白い企画と、もっと大勢の参加者
にきてもらいその中で地域コミュニティ推
進協議会の協賛のカラーを出すことができ
ればと思います。

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

236 補助金     236

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

地域コミュニティ推進協議会の地域住民に
対する認識や活動内容等の理解を得るため
継続事業として、全戸配布をしている。

年/２回、２１回の発行に及び地域住民に
活動報告、催物のＰＲ、アンケート調査等
を行う。

地域コミュニティ推進協議会の活動内容の充実と長年の発行
実績により、地域の皆様の認知度は確実に向上している。

活動内容が広く紹介されているか、紙面デ
ザイン、レイアウト、内容が適切か、広く
意見を聞くことも考える。

タブロイドのような
作りで読み応えがあ
る。読み手の意見な
ども取り入れ、より
良い誌面作りに努め
てほしい。

秘書・広報課
自治振興費

地域防災訓練強化事
業

280 補助金  　 280

防災意識向上のため、ポスター
の製作と自主防災組織また属さ
ない人も一緒に、防災訓練や勉
強会を実施する。

五月丘１丁目、アルビス五月丘、五月丘５
丁目の自治会が中心になって地域防災訓練
を行っていた。

自治会の無い地域の住民、マンションの住
民、自治会に加入していない住民を推進協
議会が統一して他の自治会と共同して訓練
を行い、防災センターの見学を行った。

推進協議会として訓練や、見学会に参加して自助、共助の大
切さを分かっていただいた。

五月丘地区においては自治会の無い住民、
自治会に属さない住民、マンションの人達
について、地域推進協議会が包括して支援
する必要があるので、より実践的な構想、
訓練、見学会が必要と思われる。

防災訓練の実施によ
り災害に向けた自
助、共助の推進を期
待する。

危機管理課
自治振興費

地域防災体制強化等
事業

301 補助金     301
万が一の事態に備え、防災備品
を備蓄する。

自治会組織のない地域、自治会に加入して
いない住民の防災用のチョッキ、キャップ
の数が充足していなかった。

女性用トイレも２台になり、チョッキ、
キャップも推進協議会独自のものが一定数
揃った。

防災訓練で各自治会と一緒に参加しても従来は私服か借り物
で参加していたが推進協議会として参加できるので志気は高
い。

今後参加者が増える見込みで、増加数も見
ていく必要がある。装備品の維持管理をは
かる必要がある。

災害時に適切に運用
できるように、日頃
からの維持管理を期
待する。

危機管理課
自治振興費

地域安全パトロール
事業

72 補助金  　  72

地域内の犯罪、事故防止のた
め、声かけ運動の一環として
ネックストラップをつけること
で啓発を図る。

地域全体の安心・安全を明示するネックス
トラップが不足していた。

推進協議会の会員を始め、犬の散歩をする
人、早朝体操会の人、ジョギングをする人
等が付けてくれた。

声かけ運動の一環としても効果があり、つけている人同士の
あいさつや、会釈をするようになった。

渋谷中学校、五月丘小学校で挨拶すること
が奨励されているので地域でもネックスト
ラップを増やして、時間をかけて声かけを
広めたい。

今後もパトロール活
動の強化に努めてい
ただきたい。

危機管理課
自治振興費

コミュニティサロン
設置事業

213 補助金     213
地域の人々に情報交換や交流の
活動場所としてコミュニティサ
ロンを月2回設置する。

地域の人が集い、楽しめる場所がなかっ
た。

地域住民の交流を図る場所と地域推進協議
会の認知度向上を企図して、カフェを２回
/月開催を行う。
回数を重ねるごとに内容の充実が図られ
て、高齢者、親子ずれの参加者が多くなっ
てきた。

カフェを運営するボランティアの皆さんのご苦労もあり、イ
ベントの出演者、地域の皆さんのご協力を得て、交流の場と
して定着した。

イベント等幅広い企画を行い、より多くの
地域の皆さんに参加をいただける事業構築
を行う。ボランティアの増員を検討してい
く。

地域の活性化に寄与
しているものと認
識。運営にあたって
は、透明性の確保を
お願いする。

地域分権・協働課
自治振興費

盆踊り大会支援事業 230 補助金     230
地域団体が実施する、盆踊り大
会の運営を支援する。

継続して実施している、当地域では夏の定
番となっている。

天候にも恵まれ、盛況であった。
協賛して交流し、地域推進協議会として地域の他の団体に対
して、また他の地域の団体に対しても得るところがあったと
思われる。

備品、用具等で老朽化したものがみうけら
れる、これらの更新を図る必要がある。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

五月丘フェスタ開催
事業

350 補助金     350

盆踊り、市民レクリエーション
に次ぐ地域住民の交流・ふれあ
いの場としてフェスタを開催
し、恒例行事として定着させ
る。

盆踊り大会、市民運動会以外にも老若男女
がふれあえる場を必要としていた。

準備段階、当日のイベント、小・中学校関
係者、地元自治会、各種団体の皆さん、出
演者の皆さん、運営に携わった皆さん全員
が一致協力してやり切った。

年々来場者数も増えて、地域の人たちが一体となって、達成
感を味わうことができたことは意義がある。

イベントの選定、管理、設営等ノウハウを
積んだつもりでもまだ改善の余地がある、
謙虚に反省して地域にとってどうあるべき
か考えていく必要がある。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

カルチャースクール
開催事業

100 補助金　   100
文化的な住民のふれあい・交流
の場としてカルチャースクール
を開催する。

生活に直結した、高齢者支援、子育ての支
援、防犯・防災に関連する事項等、文化的
な催物がなかった。

赤ちゃん教室を開催した。 老若男女、他の地域の人も参加して盛況だった。

予定していたイベントが先方の都合で開催
できなかったので、引き続き開催できるよ
うに、地域の皆さんが参加できるようにし
ていきたい。

どの世代の方からも
喜ばれたという報告
を受けている。今回
開催できなかったそ
ろばん教室について
も次回実施を期待し
ている。

人権・文化国際課
自治振興費

花プロジェクト事業 150 補助金　   150
小・中学校関係者とともに協働
で地域の人々が花を育て、花を
通じて人々の心を豊かにする。

大阪府の緑化事業で小学校３年生の授業の
一環として、取り上げられていたものを当
コミュニティ推進協議会が引き継いだ。

府池田土木事務所、池田市教育委員会、五
月丘小学校教職員、ＰＴＡ、児童、渋谷中
学校教職員、生徒、地域の皆さん等により
植込みして、育成、開花させる。

校長先生、教頭先生の熱心な水遣り等で夏休みの間も花の大
部分は枯れずに開花する。その花を見て子どもたちはきれい
と感じ、緑の大切さを知る。

６月と１０月に植え込みを行うが小学校の
授業の一環として、中学校のクラブ活動の
一環としてだけでなく公共性のある場所に
も広げて、地域全体の環境改善に役立てた
い。

学校と地域住民が協
働することで、地域
緑化の推進と学校の
環境学習にもなって
いる。

公園みどり課
自治振興費

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
められたものを総会
で決定する。

昨年度に引き続き、
防犯カメラの新設や
防災体制強化など安
全・安心なまちづく
りに重点をおいた取
組がなされたものと
評価。
またコミュニティ活
性化のための各種事
業も展開されたもの
と認識するが、透明
性及び公平性の担保
には留意願いたい。

継続的経費について
理解の上、適切な維
持管理を望む。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

高齢者の居場所づく
り事業

155 補助金     155

独居老人の安否確認、認知症等
の予防、高齢者が生きがいを
持って生活できるよう支援する
場を提供する。

高齢者特に男性の閉じこもり、認知症予
防、安否確認が出来て、おしゃべりや気の
向いたことが出来る場所がなかった。

男女が半々ぐらい出席をされて麻雀、トラ
ンプ、ぬり絵、囲碁やおしゃべりと思い思
いの事をされている。

地区福祉委員会、民生児童委員の協賛を得て、協議会で不明
な点があれば協賛の皆さんの応援を得ることができ、地域が
一体となって開催できる。

地域の皆さんが気楽に来てもらえるよう
に、敷居が高いと思われないように、気軽
に楽しんでいただける雰囲気づくりに努め
ていきたい。

参加者が多く、高齢
者の閉じこもり防止
に役立っている。他
団体との協力でス
タッフ確保に努めら
れている。より多く
の人が関わり、地域
に根付いた事業とな
ることを期待してい
る。

高齢・福祉総務課
自治振興費

キッズランド支援事
業

30 補助金      30

五月丘小学校で行われている
「キッズランド」で使用する備
品を購入し、充実したキッズラ
ンド活動を支援する。

一輪車に乗りたくても乗れなかった。３台
で順番待ちの時間が長かった。。

多くの児童が一輪車を楽しむことが出来る
ようになった。

平衡感覚の涵養に役立った。それとチャレンジする勇気も
養った。１人平均２０～３０分の待ち時間が半分になった。

当地域は殆どの道路が坂になっているので
一般道で一輪車に乗ることは安全の面から
は不適当で校庭専用と考える。台数をもう
少し増やしたいが、保管場所の問題があ
る。

一輪車を購入するこ
とで順番待ちの時間
が解消され、子ども
たちの活動が充実し
たものとなった。有
効な事業として評価
できる。

教育センター
自治振興費

イベント運営事業 150 補助金　　 150
地域交流や地域活性などに重点
を置き、地域住民参加のイベン
トを行う。

五月山ハイキング、グランドゴルフ、里山
教室は恒例行事化したが卓球教室を新しく
支援事業に加えた。

グランドゴルフ大会を年２回開催した。回
を重ねる毎に集まってくれる人数が増えて
きて、老若男女、子供たちも参加するよう
になった。

地域の隅々から参加者があり推進協議会のＰＲに役立ってい
る。日頃、顔を合わさない人が自治会や管理組合を超えて歓
談できている。

老若男女を問わず交流の場を増やして、他
の地域団体と共同して開催を図ることも必
要だと思う。

様々なイベントを通
じて、地域住民同士
の交流を深めること
ができた。

生涯学習推進課
自治振興費

計 3,946 事業提案限度額　12,435千円　　次年度繰越金額　8,489千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

石橋南地域コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金 　  100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

防犯カメラ新規設置
事業

322 電気使用料  10
機器借上料 312

安全で安心な暮らしの実現に向
け、街頭犯罪件数のさらなる減
少を図るため、防犯カメラを設
置する。

外来者の多い空港地区に防犯カメラ３台を
設置する。

カメラの設置に伴い安心・安全と犯罪抑止
を維持。

地域住民の安心・安全に寄与した。 必要に応じ他地区での設置を検討。
危機管理課
自治振興費

防犯カメラ維持管理
事業

198
電気使用料　24
設備保守点検委託料
174

校区に設置した防犯カメラの維
持管理を行う。引き続き地域内
の犯罪の抑止と住民の安全・安
心な生活環境を確保する。

当地区には現在８ヶ所設置している。
カメラ設置に係る維持・管理の為、定期点
検等を実施し、正確な情報提供に努めた。

池田警察署の要請を受け、市担当課と協力し、カメラ開示に
立合った。

継続
危機管理課
自治振興費

地域内会館設備改修
事業(空港会館)

921 修繕料     921
空港会館（大会議室）の床設備
の整備を行い、利便性を向上さ
せる。

空港会館「大会議室」の老朽化に伴い使用
上に不便が生じている。

空港会館２階大会議室床張替工事の実施 床の凸凹が改修され利用者の歩行安全を確保出来た。
使用時に机・椅子等を丁ねいに扱うと共に
清掃管理を徹底する。

会館の利便性が向上
したもの。積極的に
ご利用いただきた
い。

地域分権・協働課
共同利用施設管理費

商店街地名・方向指
示タイル盤設置事業

1,610 修繕料   1,610

来訪者に分かり易く道案内をす
るため石橋駅西口道路上に設置
した地名・方向指示タイルにつ
いて、色が剥げてきたため再設
置を行う。

現存分が劣化し、来訪者に分かりにくく
なっている。

新たらしいタイル盤の設置により地名・方
向がはっきり、分かり易くなった。

来訪者に分かり易くなり又地区の美化にもなった。 維持、清掃。

色が劣化し案内内容
が見づらくなってい
たため、再設置によ
り本来の機能を取り
戻すことができた。

地域活性課
商工振興費

石橋駅前公園美化事
業

918 修繕料     918
石橋駅前公園の美化維持のた
め、清掃用具用倉庫を設置し管
理を行う。

現存公園倉庫が狭小となり、清掃関係資材
の保管が必要となった。

公園清掃用品等の保管倉庫を設置した。 用品の整理が便利になった。 保管用品の管理。

地域が倉庫を設置・
管理することによ
り、引き続き地域住
民と協働して適性な
公園管理に期待す
る。

公園みどり課
公園費

ＡＥＤ管理事業 28 消耗品費    28

地域内の各会館に設置したＡＥ
Ｄについて、定められた消耗品
の交換をし、正常に使用できる
よう維持管理を行う。

付属パッドの使用期間切れ分を交換する。 石橋・石橋駅前・空港会館の３ヶ所を交換
緊急時の対応が可能
安心・安全の意識向上につながる。

継続

共同利用施設にAED
を配置することで、
多くの住民の安心感
を得ることが出来る
と考える。今後も引
き続きAED設置・管
理要領に基づき、救
命講習の受講に努め
ていただきたい。

健康増進課
保健衛生総務費

道路安全対策事業① 1,503 修繕料   1,503
歩行者の安全の確保するため、
見通しの悪い交差点にカーブミ
ラーを設置する。

石橋４丁目地内の三叉路等で見通しが悪い
個所あり。

地区内の安全対策として、カーブミラー５
基を設置した。

地区住民の安心・安全に効果があった。 継続
交通安全性の向上に
一定の効果があった
と評価する。

道路・河川課
交通対策費

道路安全対策事業② 160 修繕料     160
歩行者の安全の確保するため、
道路に白線を引き、歩行者の通
行帯を明示する。

道路幅が狭く、児童・高齢者の通行に不安
が多い。

石橋４丁目郵便局前から中央環状線までの
約１００ｍに白線を引く。

歩行者用分を明示する事により、安心・安全を確保。 継続
交通安全性の向上に
一定の効果があった
と評価する。

道路・河川課
道路維持費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200
地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。スポーツ
意識の向上に努める。

校区主催の市民レクリエーション大会の円
滑な運営の為補助する

大会運営費の一部として有効に活用され
た。

多くの地区住民の参加があり、健康増進・交流に効果があっ
た。

安全運営に努める

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

291 補助金     291

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

地区内の活動状況・事業実績を地域住民に
Ｐ．Ｒする。

本年度は３回発行し地区内全戸に配布し
た。又掲示板に貼付した。

当会の活動への理解を得る一助になった。 年３回発行

色々内容が、色・画
像などを使いバラン
スよく掲載されてい
る。引き続き地元に
密着した情報を発信
していってほしい。

秘書・広報課
自治振興費

地域防災体制強化等
事業①（空港地域）

692 補助金     692
自主防災組織への資機材配備を
充実させ、地域の防災体制の強
化・推進を図る。

避難者受け入れ対策の強化・充実と地域住
民の安全対策を推進する為必要資機材の整
備・充実を図る。

備蓄米・水・簡易トイレ等の購入。 必要資機材の充実により安心・安全に効果あり。 期限等のチェックが必要
危機管理課
自治振興費

地域防災体制強化等
事業②

127 補助金     127
自主防災組織への資機材配備を
充実させ、地域の防災体制の強
化・推進を図る。

災害時避難所にて使用し、被災者の健康を
守る。

畳ロールの購入で床からの冷えを防ぐ。 資材の充実は、地域住民の安心に効果あり。 定期点検
危機管理課
自治振興費

地域行事等活動推進
事業

130 補助金     130
地域で開催される行事等を主催
する団体に対し、活動に係る支
援を行う。

行事を主催する「石橋まつり実行委員会」
の活動を支援する為補助する。

地域行事の円滑な推進の為有効利用した。 池田市民は元より近隣市・町の皆さんも多数参加。 安全運営に努める
事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

石橋太鼓支援事業 270 補助金　   270
石橋まつり等で使用する太鼓の
皮の張替えをし、子ども太鼓活
動を支援する。

石橋太鼓会（石橋まつり等地域行事に出
演）が使用する太鼓の皮の破損等により正
確な演奏が困難の為

太鼓２基の皮の張替えを実施した。
「石橋まつり」当日、多くの小学生の参加があり楽しく演奏
した。

必要に応じ張替えを実施する。
事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

石橋南地域花いっぱ
い運動支援事業

73 補助金      73

石橋南小学校で花苗を育て、校
庭や地域の公園に植え替えるこ
とで、まちの緑化を志すボラン
ティアの育成や児童に命の大切
さを伝える。

石橋南小学校児童により花苗を育て、校庭
や地域公園等に植付ける。

地域の緑化（花いっぱい）を志す、ボラン
ティア精神の育成や児童に命（花）の大切
さを体感させる事が出来た。

地域の緑化（花いっぱい）を志す、ボランティア精神の育成
や児童に命（花）の大切さを体感させる事が出来た。

継続支援

学校と地域住民が協
働することで、地域
緑化の推進と学校の
環境学習にもなって
いる。

公園みどり課
自治振興費

計 7,543

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会（ブロック
別）でまとめられた
ものを協議会で決定
する。

事業提案にあたって
は４ブロック制が定
着して機能してお
り、ハード事業を中
心に各ブロックのま
ちづくりに寄与した
ものと評価。
協議会メンバー以外
からも幅広く意見を
吸い上げるための体
制強化に期待する。

事業提案限度額　9,206千円　次年度繰越金額　 1,663千円

継続的経費について
理解の上、適切な維
持管理を望む。

地域内の防災備蓄品
を適切に配備、管理
でき、災害時の有効
性を期待する。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

鉢塚・緑丘地区コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

防犯カメラ新規設置
事業

430 電気使用料  14
機器借上料 416

安全で安心な暮らしの実現に向
け、街頭犯罪件数のさらなる減
少を図るため、防犯カメラを設
置する。

防犯について住民から不安の声があがって
いた。

安心への一助となったと思われる。 住民に安心していただける。
防犯カメラに安心することなく、防犯に留
意する。

継続的経費について
理解の上、適切な維
持管理を望む。

危機管理課
自治振興費

菖蒲まつりサイクル
ボート試乗会事業

1,250 委託料   1,250

水月公園に多くの人が訪れてい
ただけるよう、そして来訪する
親子のふれあいを豊かにするよ
う、菖蒲まつり開催時、二尾池
に足漕ぎボート二艘を運営す
る。

菖蒲祭りで二尾池を活用していなかった。 菖蒲祭りの上の会場が大いに賑わった。 小さな子供を連れた家族がたくさん集まった。 金額面、二尾池の水量など問題は多い。

菖蒲まつりにおいて
の初の試みであるス
ワン型ボートの試乗
会ということで、真
新しさもあり、会場
は賑わっていたが、
常設となると特別感
が希薄になり、価値
が下がる。事業の運
営委託料として125
万円が発生している
が、費用対効果に見
合っていない。

公園みどり課
公園費

緑丘小学校金管バン
ド支援事業

767 校用器具費 767

緑丘小学校の金管バンドの楽器
更新を支援し、子どもたちの意
欲向上を促し、地域と小学校の
交流を促進する。

修理不能な楽器を無理やり使っていた。 子供たちの演奏力が向上した。 子供たちの演奏力が向上した。 まだまだ故障している楽器がある。

使用可能な楽器の一
層の充実により、生
徒の演奏技術の向上
に繋がった。

総務・学務課
学校管理費

市民レクリエーショ
ン大会事業

250 行事報償金 250

地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。地域コ
ミュニティ意識の高揚に努め
る。

スポーツ振興会がになっていた。 地域コミュニティが参加した。
スポーツ振興会が担っていたいろいろなことコミュニティも
行うようになった。

人材不足

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

200 補助金     200

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

地域に必要な情報が手に入らない。
地域に必要な情報を地域の人間が発信す
る。

地域に必要な情報を地域の人間が発信する。 人材不足。

人手が不足する中、
今後の進め方につい
て、課題を明確にし
て課題解決に努めて
ほしい。

秘書・広報課
自治振興費

地域防災体制強化等
事業

150 補助金     150

自主防災組織の体制強化を図る
ため、備蓄品の充実を図る。ま
た、防災訓練を関係各所の協力
のもと実施する。

地域全体に呼びかける防災訓練がなかっ
た。

地域全体に呼びかける防災訓練ができた。 地域全体に呼びかける防災訓練ができた。 人材不足

防災訓練の実施によ
り災害に向けた自
助、共助の推進を期
待する。

危機管理課
自治振興費

地域イベント開催事
業

520 補助金     520
花菖蒲まつりで移動動物園と野
だての会を開催し、来園者に楽
しんでいただく。

自分たちだけでなく、地域の人達と共に共
通体験をして地域の活性化につなげたい。

子供たち、保護者、地域のお年寄りの交流
の場となった。

子供たち、保護者、地域のお年寄りの交流の場となった。
スタッフの高齢化、次代を担う人材の育
成。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

オータムフェスティ
バル開催事業

250 補助金     250
緑丘小学校において校区全体の
交流を目的としたフェスティバ
ルを開催する。

校区全体が対象となる交流イベントがな
かった。

子供たち、保護者、地域住民の広い人達に
秋の一日を楽しんでいただけた。

小学生や未就学児の家族が多数来場した。 店舗の数を増やさなければならない。
事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

地域イベント備品整
備事業

985 補助金　   985
地域で開催されるイベント等に
使用する備品を整備し、地域の
活性化を図る。

テントなど地域で行われるイベントに貸し
出される機器がなかった。

机や照明器具などを購入し誰でも手軽にイ
ベントを開催する事ができる。

机や照明器具などを購入し誰でも手軽にイベントを開催する
事ができる。

椅子、机が足りない。
事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

鉢塚・緑丘地区花
いっぱい運動支援事
業

10 補助金      10
渋谷中学校から届けていただく
花を地域の公園や学校に植え、
花いっぱい運動の支援を行う。

公園に植える花を住民の方々にご寄付いた
だいていた。

公園の花の手入れをしていただいていたボ
ランティアの方々に花をお渡しする事がで
きた。

公園の花の手入れをしていただいていたボランティアの方々
に花をお渡しする事ができた。

公園の植物の維持管理。

公園の緑化ボラン
ティアの活動の推進
に効果をあげてい
る。

公園みどり課
自治振興費

健康啓発講座開催事
業

100 補助金     100

増加する認知症患者に対する正
しい知識と対処法、予防法等を
啓発するための講座を開催す
る。

認知症に必要な情報が手に入らない。
認知症に必要な情報を伝えるため、地域の
人間が啓発講座を開催する。

認知症に必要な情報を伝えるため、地域の人間が啓発講座を
開催する。

講座の内容。

平成２９年度に引き
続き、認知症予防講
座を開催されたこと
で、認知症に関する
市民啓発に一定の効
果が見られた様子。

地域支援課
自治振興費

子どもの居場所づく
り事業

150 補助金     150

子どもたちが地域の大人や友達
と、一緒に遊びや勉強等をする
場を提供することで、子どもた
ちの居場所をつくる。

子供会に入っていない子供たちの遊び場、
異学年の交流の場がなかった。

子供会に入っていない子供たちの遊び場、
異学年の交流の場ができた。

子供会に入っていない子供たちの遊び場、異学年の交流の場
ができた。

人材不足

休日に地域住民と子
どもが交流できる居
場所を提供すること
で、地域の異世代交
流が深まるととも
に、保護者への子育
て支援にもつながっ
ていると評価。魅力
的な企画による居場
所の充実とともに、
地域の人的資源の発
掘に期待している。

子育て支援課
自治振興費

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会でまとめられ
たものを役員会で決
定する。

地域の現状に応じて
イベントの形を変え
るなど、工夫しなが
ら活動いただいてい
るものと認識。
一方、各事業の今後
の課題として多く挙
げられているとお
り、人材不足は協議
会としての課題でも
あり、協議会のＰＲ
を続けながら、体制
強化を図られるよう
期待する。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

緑丘小学校イルミ
ネーション支援事業

60 補助金      60
イルミネーションコンサート時
に使用するツリーライトのＬＥ
Ｄ化を支援する。

緑丘小学校の多くのイルミネーションが白
熱球である。

少しずつLEDに置き換わっている。 少しずつLEDに置き換わっている。 全球LED化。

イルミネーションコ
ンサートは20回目の
実施。美しいイルミ
ネーションとコン
サートは多くの人々
を魅し、しぶたに学
園地域コミュティの
つながりを深める一
助となっている。
LED電球化を計画的
に進めていく必要が
ある。

教育政策課
自治振興費

オペラ鑑賞会開催事
業

600 補助金     600
わかりやすい日本語によるプロ
のオペラを鑑賞し、親と子、地
域住民との交流を図る。

本当の音楽劇を鑑賞する機会が少なかっ
た。

子供たち、保護者、地域住民の広い人達に
本当の音楽劇を鑑賞してもらえた。

子供たち、保護者、地域住民の広い人達に本当の音楽劇を鑑
賞してもらえた。

学校との連携。地域住民への周知。

親子で楽しめる行事
として、地域住民の
ふれあいの場を提供
することができた。

生涯学習推進課
自治振興費

ふれあい講習会開催
事業

930 補助金     930

星座観察会を通じて親と子のふ
れあいの場を提供する。子ども
たちに、本格的な音楽に接する
機会をつくるためのイベント
「音楽の宝石箱」を開催する。

自分たちだけでなく、地域の人達と共に共
通体験をして地域の活性化につなげたい。

子供たち、保護者、地域のお年寄りの交流
の場となった。

子供たち、保護者、地域のお年寄りの交流の場となった。 人材不足のため落語会のみ継続。

継続できない事業が
あるのは残念だが、
親子で楽しめる行事
として、地域住民の
ふれあいの場を提供
することができた。

生涯学習推進課
自治振興費

計 6,752 事業提案限度額　9,430千円　次年度繰越金額　2,678千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

神田地域コミュニティ推進協議会
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　   100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

防犯カメラ維持管理
事業

43
電気使用料　14
設備保守点検委託料
29

事故や犯罪を未然に防ぐ為の防
犯カメラが正しく機能するよ
う、保守点検等の維持管理を行
う。

29年度に神田消防分団近辺・脇塚の中国道
下の地下道に防犯カメラを2台設置合計3台
の維持管理が必要。

3台のカメラについては、30年度も保守点
検等の維持管理(電気料含む)費用が発生。

防犯カメラの映像がキチンとみれるようになった。
事故抑止効果が期待できる。

事故抑止効果をさらに高めるため、、「防
犯カメラ作動中」看板を大きくすることが
必要。(ドライバーからもよく見えるよう
に)

継続的経費について
理解の上、適切な維
持管理を望む。

危機管理課
自治振興費

地域内会館設備改修
事業

5,542 修繕料   5,542

神田会館の老朽化した遊具を撤
去、新たに幼児向けの遊具を整
備し、安全性・利便性の向上を
図る。

神田会館の庭に設置された遊具が老朽化、
子供が使えなくなってきている。

老朽化した遊具を除去、跡地の整備をして
新たに幼児向けの遊具を設置した。

幼児を連れた親子連れの利用が増加している。 夏場における遊具のやけど対策が必要。

会館の利便性が向上
したもの。積極的に
ご利用いただきた
い。

地域分権・協働課
共同利用施設管理費

道路安全対策事業 124 修繕料     124
歩行者の安全の確保するため、
見通しの悪い交差点にカーブミ
ラーを設置する。

神田1丁目１９－９　リビエールハイツ北
西のＹ字道路の角にカーブミラーが無く、
歩行者・車とも出合い頭の事故の危険性が
あった。

カーブミラーが設置された。 歩行者・車ともに安全性が確保できた。
他にも同様な危険場所がないか点検が必
要。。

交通安全性の向上に
一定の効果があった
と評価する。

道路・河川課
交通対策費

街路灯強化事業 45 電気使用料  45
夜間の事故や犯罪を未然に防ぐ
ため、街路灯の設置及び維持管
理を行う。

街路灯不足・照度不足が多く指摘されてい
た。
(放火事件発生を受けた自主防災会・消防
団による夜間パトロールで指摘)

20年度に町会・自治会から要望のあったも
のを中心に、街路灯新設・照度アップを実
施、校区内の夜間が明るくなった。
維持費も発生。

校区内の夜間が明るくなったことにより、放火等への牽制効
果が出ていると思われる。

町会・自治会組織の無い地域の街路灯強化
が必要。
継続して街路灯設置要望を受け付けるよう
ＰＲも必要。
農地隣接の場所等に設置する場合は、高
さ・向き等の調整が必要。
私有地に設置の場合地主の承諾書が必要と
なったが、地主をどのように調査するか検
討が必要。

街路灯の強化によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路・河川課
交通対策費

神田小学校開放委員
会支援事業

384 校用器具費 384

神田小学校の体育館のバレー
ボール器具の支援をし、地域内
の人々と子どもたちが安全で使
いやすい備品を使用できるよう
にする。

神田小学校体育館のバレーボール用支柱・
ネットが老朽化、活動に支障がある。

新たにバレーボール用支柱・ネットを設
置。

地域内の人々と子供たちが安全で使いやすい備品を使用でき
るようになった。

開放委員会の他の用具の点検も必要。

老朽化した備品を再
整備することにより
安全に体育活動を行
うことが可能となっ
た。

総務・学務課
学校管理費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200
地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。スポーツ
意識の高揚に努める。

神田小学校区住民運動会が、地域の寄付・
市からの定額支援で実施されており、予算
不足を盆踊り収益等でカバーしていた。

市からの定額支援より多くの金額の支援が
できた。

地域行事の活性化が図れた。 毎年、助成必要金額の検証が必要。

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

533 補助金     533

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

事務費予算の範囲内で年1回発行。（白黒
印刷）

カラー刷りの広報紙を、年3回地域内全戸
配布できた。(22年度以降継続)

各種地域内団体の活動紹介をとりあげることができ、回数も
ふえたので地域への活動内容のＰＲができた。

新規協議会メンバー・安全パトロールボラ
ンティアを継続して広報紙で募集を続ける
ことが必要。
ワンルームマンション増加への対応が必
要。
世帯数増加への対応は常時検討必要。
広報誌への広告掲載もけいぞくして募集す
ることが必要。

情報量が多いだけ
に、余白や画像をう
まく使うとより読み
やすくなりそう。課
題意識も明確で、広
報活動に積極的な様
子が伺える。さらな
る質の向上に期待。

秘書・広報課
自治振興費

安全パトロール実施
事業

70 補助金      70
地域の安全・安心の向上のた
め、パトロール隊が電動自転車
でパトロールを行う。

ＰＴＡによる登校時の見守り活動は通学路
を中心に実施されていたが、下校時を含め
校区全体の安全パトロール体制がなかっ
た。
Ｈ20年度からパトロールを開始することに
なった。

電動自転車による安全パトロール体制がで
き、ボランティアを中心に下校時の校区内
安全パトロールが実施された。(平成21年1
月以降)
平成29年度につづき、継続実施できた。

安全パトロールによる直接の目につく効果はないが、地域住
民に少しづつパトロール実施が認識されてきて、防犯意識の
向上に役立っている。また、ＰＲのためパトロール中の肩掛
け襷も効果をあげている。

ボランティア人員の確保・増員が必要。
電動用バッテリーの交換が無理とのことな
ので新規自転車を購入する必要あり。

今後もパトロール活
動の強化に努めてい
ただきたい。

危機管理課
自治振興費

神田地域コミュニ
ティ広報事業

871 補助金     871

神田地域コミュニテイ推進協議
会の活動内容や他団体、神田の
行事、歴史、文化をカレンダー
にし、地域のコミュニティ意識
の高揚を図る。

年３回の広報誌が唯一の広報手段であっ
た。

神田地域コミュニティの活動内容や、神田
の自然・行事・文化等の写真を使ったカレ
ンダーを作成し、全戸配布した。
30年度も継続実施した。
広告掲載も昨年より増加し4件となった。

神田地域内の写真等を通じて、神田地域のコミュニティ意識
の高揚がはかれた。

地域行事・自然等の写真を広く地域住民に
公募し、コミュニティ意識の更なる高揚を
図ることの検討が必要。
住宅の増加を常にチェックし発行部数の検
討が必要。

コミュニティ意識の
醸成及び協議会のＰ
Ｒに寄与しているも
のと認識。さらなる
内容の工夫に期待す
る。

地域分権・協働課
自治振興費

地域内会館備品運営
事業

291 補助金　   291
神田会館に整備した備品の運用
を行う。

パソコン・コピー機等がなく不便。(個人
の機器の使用・コンビ二でのコピー)

ノートパソコン・複写機をリース、書類・
パソコン等の保管用の保管庫も購入。

個人の機器の使用もせずにすみ、協議会用書類も安くコピー
できるようになった。

専用の事務室の設置、併せてファックス用
の電話設置が必要。
コピー機も他団体が利用できるように検討
が必要。

運用基準を設けるな
ど、適切な管理をお
願いするところ。

地域分権・協働課
自治振興費

神田フェスタ開催事
業

150 補助金     150

盆踊り、市民レクリエーション
に次ぐ地域住民の交流・ふれあ
いの場として、フェスタを開催
し、恒例行事として定着させ
る。

地域住民の交流・ふれあいの場としては、
年1回の盆踊り・運動会のみであった。

30年度も年3回の神田フェスタを開催し
た。

回を追うごとに参加者も多くなり、次回への期待の声が多く
なってきた。

参加者の増加・高齢者が多いということで
開催場所の設定がむつかしくなってきた。
(神田地区中心部にある民間設備の利用も
検討)

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

地域行事等活動促進
事業

200 補助金     200
地域で開催される盆踊り等の行
事を支援し、コミュニティ意識
の高揚を図る。

神田小学校区盆踊り大会が、地域の寄付・
市からの定額支援で実施されており、出店
等の収益で予算不足をカバーしていた。

市からの定額支援より多くの金額の支援が
できた。

地域行事の活性化が図れた。
30年度は天候にも恵まれ2日とも実施できた。

令和元年度から行事報奨金への変更した。
今後も継続して支援金額の検討が必要。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

神田地域花いっぱい
運動支援事業

60 補助金      60

地域内の公園に花壇を設置し、
地域ボランティアにて維持管理
を行いながら、緑化の推進を図
る。

地域内の公園には花が少なく、手入れも不
十分であった。

公園3か所に花壇を設置、定期的に花の入
れ替え・水やり等ができるようになった。
(神田花の会メンバーが対応)

常にきれいな花がみれるようになって利用者から好評を博し
ている。

他の公園他花壇など必要な場所がないか検
討が必要。

地域が協働して花壇
整備を進めていくこ
とで、地域緑化に貢
献している。

公園みどり課
自治振興費

キッズランド支援事
業

150 補助金 　　150

こどもパソコン学習教室を小学
校・キッズランドと連携して開
設し、パソコン操作等の指導を
行う。

キッズランドのパソコン教室用備品が不足
し、十分な活動ができなかった。

パソコン教室として必要なトナー、用紙類
を支援することにした。

パソコン教室事業の充実及び参加者の増加が図れた。。 毎年、備品購入必要金額の検証が必要。

キッズランドのパソ
コン教室に必要な消
耗品を整備すること
で、子どもたちの活
動の充実につながっ
た。有効な事業とし
て評価できる。

教育センター
自治振興費

計 8,763

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
められたものを総会
で決定する。

神田会館の遊具設備
の改修に比重をおい
て提案いただいた結
果、大きな改修が実
現したものと評価。
その分、中長期的な
計画を持って、提案
にあたっては地域内
のバランスや公平性
の担保に留意いただ
きたい。

事業提案限度額　12,996千円　次年度繰越金額　4,233千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

ほそごう地域コミュニティ推進協議会（細河地区）
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金   　100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

地域掲示板設置事業 240 修繕料     240
地域コミュニティ推進協議会の
活動内容を地域住民に知らせる
ため、掲示板を設置する。

地域コミュニティ推進協議会の活動内容を
地域住民に周知するための掲示板が必要で
あった。

協議会で作成したコミュニティ誌などを掲
示し、協議会の活動内容を周知することが
できた。

協議会の活動内容の周知とコミュニティ意識の高揚。 掲示内容の充実が必要。

地域の広報に寄与し
ているもの。適切な
管理をお願いすると
ころ。

地域分権・協働課
自治振興費

細河祭り運営事業 150 負担金     150

地域の活性化とコミュニティ意
識の高揚を図るため地域住民が
細河祭り運営事業を総合的に行
う。

地域内のコミュニケーションをより充実さ
せるために、まつり運営を支える必要があ
る。

台風接近の為中止とした。
祭り準備がすべて完了したうえでの中止となったため、大変
残念な結果となった。住民からも開催してほしかったとの声
が多かった。

小学校の廃校に伴い地域での行事継続の取
り組み方。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
観光費

街路灯強化事業 35 電気使用料  35
細河地区の防犯灯が設置されて
いない地域に設置した蛍光灯の
維持管理を行う。

街路灯の維持管理を継続し、防犯に努める
必要がある。

防犯灯がない地域にLED街路灯を継続して
利用できた。

夜道の防犯対策に寄与している。
LED電球は経済的であり、細河の植木植栽類にやさしい。

地域住民に対する調整。

街路灯の強化によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路・河川課
交通対策費

地域コミュニティ紙
等発行事業

355 補助金     355

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

地域住民がどんな事業を実施しているのか
がわからないため、活動を知っていただ
き、関心を高める必要があった。

年２回（７月、１月）発行。部会毎の事業
報告や親水公園・グランドゴルフ場・イベ
ント案内・防犯情報など、分かりやすく発
信し、地域に関心を持って頂けた。

地域コミュニティ活動の認識や防災の意識を高めている。ま
た、イベントの集客に寄与した。

より充実した内容にするため、マンネリ化
を防ぎ新会員の募集をしていく。地域の方
が何を考えているのか投稿コーナーを充実
させていきたい。

写真や地域性の高い
記事など内容が充実
しており、読み応え
があると評価。今後
も投稿コーナーな
ど、改善していって
ほしい。

秘書・広報課
自治振興費

細河ホームページ管
理事業

219 補助金     219
細河の魅力や細河地区の取り組
み状況をＨＰを通じ発信、ＨＰ
の更新を行う。

池田市内、近隣市、国内、国外では細河の
知名度はほとんどなく知名度を上げる目
的・手段としてHPを開設し公開した。

毎月2回（年間）広報部員にてHP更新作業
を行い出来る限り、地域の新鮮な情報の発
信を行っている。

内外から事業・行事などHPを見て細河に訪れる人が増えてき
ている。

よりタイムリーに情報の発信を行いたい。
今後のさらなる活用
に期待。

秘書・広報課
自治振興費

細河ふれあい観光推
進事業

200 補助金     200

細河の自然環境や地場産業等を
活用し、地域の活性化と、コ
ミュニティ意識の高揚を図るた
め、細河ＰＲイベントを行う。

ほそかわフェアというイベントを平成２３
年度より継続して開催している。
細河の魅力を再発見し地域の活性化を促す
とともに、地元特産物をつくり、細河をPR
するように計画した。

しいたけ菌入れや野菜収穫体験を通して細
河の魅力を伝えることができた。学校給食
に大根、人参を出荷し細河野菜のPR、ブラ
ンド化に努めた。給食では、子どもたちに
好評であった。
又今年度も多くの子供たちに大根を１本づ
つ持って帰ってもらった

関西大学の学生の企画で推進する。
細河の魅力再発見、地域の活性化につながる行事である。

いろいろな角度から細河の活性化につなが
る企画を考え、実施できるよう若者や地域
との協力関係の充実。
学校給食の出荷にあたり、安定した供給体
制の整備。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

ハイキングマップ印
刷事業

63 補助金      63

細河の自然に親しみ、健康増進
や地域の活性化を図るためのハ
イキングマップについて、増刷
を行なう。

前回作成したハイキングマップの在庫が無
くなった。

ハイキングマップを1,000枚印刷した。コ
ミュニティ協議会事務所にて配布してい
る。

ハイキングマップを配布することにより、細河の自然に親し
み、健康増進に寄与することができた。

在庫の管理、マップの掲載内容に変更がな
いかの確認が必要。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

細河の自然を守る事
業①

300 補助金     300
新設するビオトープでのホタル
の育成事業の実施を行う。

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟの整備継続中である。
整備は継続中であるがメダカ等生息の観察
ができる。

豊かな自然環境の保全を行い、地域の環境整備に効果あり。
引き続き維持管理を行うため、多額の予算
が必要となる。

ビオトープの整備に
より、自然環境の保
全に繋がっているも
のと認識

環境政策課
自治振興費

細河地域活性推進事
業

1,890 補助金   1,890

細河の自然環境や地場産業等を
活用し、地域の活性化と、コ
ミュニティ意識の高揚を図るた
め、｢みどりの郷」観光案内所の
運営、散策路管理等一連の事業
を総合的に行う。

継続事業であり、事務所であるみどりの郷
の運営、五月山ハイキングコースの維持管
理を行う必要がある。

みどりの郷（火曜日は休館）は朝9時から
午後4時30分まで開館している。五月山ハ
イキングコースの草刈り、危険木の撤去を
実施し、ハイキングしやすい環境になっ
た。

みどりの郷への訪問者が多く細河の知名度を高め、地域活性
化に貢献。ハイキングコース利用者が多く細河の自然を市民
に提供し、地域活性に寄与した。

事務所詰め等のボランティアの募集。

細河の魅力を来訪者
に対しＰＲできた。
また、来訪者も多く
現事業継続の効果が
表れてきている。

農政課
自治振興費

コミュニティカフェ
整備事業

700 補助金     700
細河みどりの郷にコミュニティ
カフェを整備し、地域のコミュ
ニティの拠点とする。

事業の計画をよく検
討してから提案する
必要があると考え
る。

農政課
自治振興費

細河ふれあい農園事
業

150 補助金     150

細河の遊休地を活用し市民に開
放することにより、細河地域の
活性化を図るとともに、農作物
を通じた世代間の交流を促進
し、また、市民が土に触れる喜
びや癒しの場を提供する。

農園の草刈などの維持管理が必要である。
また、新規農園の拡大を検討している。

畑に植えてある植木を活用し自然の中で
オーナーによる果樹の摘み取りをする。ま
た、新規農園を整備し、拡大できた。

遊休農地の活用により地域の活性化を図れる。
自然の中で植木や果樹との触れあう機会や地域外の人との交
流が図れる。

トイレ、駐車場等利用者のマナーの向上。
植木や果樹の剪定講座等勉強会の充実。

農作業を実際に行う
ことで、農業の大変
さ、収穫時の喜びな
どが体験でき、農業
への関心をもたらす
ことができた。

農政課
自治振興費

細河の自然を守る事
業②

920 補助金     920
里山での竹や剪定枝の炭焼き活
動及び剪定枝リサイクルの調査
研究を行う。

里山保全活動を継続しているが、効率よく
作業をできないか検討した。

里山保全活動では軽トラックをリースし、
間伐した木材を運搬し、しいたけの原木と
炭、薪に利用している。

豊かな自然環境と竹林や雑木林の間伐による里山の保全を行
い、地域の環境整備に効果あり。

保全エリアが広いので会員以外のボラン
ティア募集方法の検討。多額の予算が必要
となる。

ホタルの育成、里山
保全を始めとした細
河の自然を生かした
事業活動に取り組ん
でおり、今後も期待
する。

公園みどり課
自治振興費

ほそごう地域花いっ
ぱい運動支援事業

25 補助金      25

地域と学校が一緒に実施する
「みんなで育てる花いっぱいプ
ロジェクト」活動の支援を伏尾
台地区とともに行う。

継続事業で、伏尾台コミュニティと共に子
どもたちが育てた花を細河地区に配る。

継続事業で、伏尾台コミュニティと共に子
どもたちが育てた花を細河地区に配る。

地域の特別養護老人ホーム等公的施設の美化。 配った花の管理方法の確立。

学校と地域住民が協
働することで、地域
緑化の推進と学校の
環境学習にもなって
いる。

公園みどり課
自治振興費

細河高齢者等配食
サービス事業

2,500 補助金 　2,500

配食を必要とする高齢者等に弁
当宅配のサービスを引き続き実
施する。同時に、訪問、声かけ
を行い、高齢者の見守りを行
う。

継続事業であり、高齢者の声かけや子育て
支援を行う。

安価で美味しく好評のため、計画より896
食多くなった。

細河地区は高齢化率35%で毎年上がる中で、見守り、声かけの
実践で安心しておいしい弁当を食べてもらっている。子育て
が大変な妊婦さんにも提供し、子育て支援をする。

配達業務の人材を探している。
希望者が年々増える中、協議会予算の配食
に占める率が増額し、他の事業に支障をき
たす。

平成30年度は7,196
食を配食。地域で高
齢者を見守っていた
だく大変重要な事業
だと認識している。

高齢・福祉総務課
自治振興費

細河コミュニティ道
路整備事業

500 補助金     500

伏尾台地区と協働して地域間を
結ぶ散策道の整備を行い、市民
の健康増進を図るとともに隣接
する地域間の交流を図る。

継続している事業で舗装工事、街路灯設置
工事が完了したが、秋ごろから夕刻の時間
帯通行するのが暗く危険が伴う。

散策する人により伏尾台と細河の交流が進
む。
照明が設置され、夜間も安全に通行出来る
様になった。

細河・伏尾町と伏尾台をつなぐ貴重な通路である。
交通事故による国道通行止めのとき、路として利用できる。

利用者が幅広い年齢層になり、夜間照明、
転落防止柵の設置出入り口への警備員の配
置等も必要となる。

道路整備により、よ
り安全で安心な散策
道が確保されたと考
える。

道路・河川課
自治振興費

細河コミュニティ道
路維持管理事業

69 補助金      69

細河の自然環境や地場産業等を
活用し、地域の活性化とコミュ
ニティ意識の高揚を図るため、
コミュニティ道路の維持管理を
行う。

設置した街路灯の電気代の支払いが必要で
ある。また、雑草や枯葉等で滑ったりして
危険である

電気代を支払った。また、急な個所も滑る
ことがなくなり、安全に通行出来るように
なった。

散策する人が安全に通行出来る様になった。
維持管理が年々負担に成りつつあるので、
事業が負担なく出来るよう検討が必要

街路灯の強化によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路・河川課
自治振興費

予算額（千円） 協議会における
評価方法

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
めたものを総会で決
定する。

本年度もＮＰＯとの
協働のもと、地域に
根ざした各種事業を
展開されており評価
するところである
が、その補助金の執
行にかかる手順につ
いては、問題点を指
摘する声もあり、協
議会として説明責任
をしっかり果たせる
よう、十分にＮＰＯ
と連携のうえでの事
業実施が必須であ
る。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

細河地域子ども会育
成事業

300 補助金     300

校区全体で子ども会の育成を行
い、協議会と子ども会が協働し
て、子どもとのふれあいの場を
維持していく。

平成２４年度より継続して子ども会活動の
支援をしており、子どもが元気に育成する
場を提供している。

7月にプール場、11月芋ほり、イチゴ狩
り、2月にスケート。子どもの育成に寄与
することができた。

地域の子どもや親同士との触れ合いを深める。
細河小学校の廃校に伴い地域子どもとのか
かわり。

昨年度と異なる行事
を開催することで、
子どもたちは、多様
な経験を重ね充実し
た活動へとつながっ
ている。また、活動
を通して子どもたち
や保護者の交流を深
めることができてい
るため、有効な事業
として評価できる。

教育センター
自治振興費

グラウンドゴルフ場
維持管理事業

110 補助金     110

地域の活性化とコミュニティ意
識の高揚を図るために設置した
グラウンドゴルフ場の維持管理
を行う。

敬老会に運営整備を委託していたが規模が
大きく高齢者には十分な整備が出来ていな
かった。

業者委託する事でとても綺麗な状態を維持
できるようになった。

使用者からも好評である、
利用者の増加の為今後は学校や地域の方々
への募集を図りたい。

スポーツを通じた地
域住民の交流の場と
して役立っている。

生涯学習推進課
自治振興費

計 8,826 事業提案限度額　9,218千円  次年度繰越金額　392千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

ほそごう地域コミュニティ推進協議会（伏尾台地区）
事　業　名 概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等 市の総合評価 市担当課の評価 所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　    100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
自治振興費

協議会における
評価方法

予算額（千円）

安全パトロール実施
事業

400
修繕料      60
自動車重量税 7
補助金     333

地域安全パトロールを実施し、
地区内の安全・安心の向上を図
る。

　実施前は小学校の登校時に、主に民生委
員等による見守りがあった。平成20年9月
より実施し、当初小学校の登校日を中心
に、H20年は、1回1時間、1日6回のパト
ロールからスタートし、H21年は、1日4回
に組み直して実施した。
　H24年は、小学校の曜日毎、学年毎の下
校時刻に応じてスケジュールの見直しを
行った。H25年度は、1回1時間、1日2～3回
のパトロールを実施した。
　H26年度は、登校予定日、小学校の曜日
毎、学年毎の下校時刻の違いに応じて、よ
り細かくパトロールスケジュールの見直し
を行い、月曜日から金曜日の間、7時30分
から1時間、15時50分から1時間、19時から
1時間の1日3回のパトロールを実施した。
　H27年度以降は、小中一貫校のほそごう
学園に統合されたことにより、細河地区の
中学生、小学生はスクールバスで登下校す
ることになり、主に伏尾台地区の小・中学
生の登下校を見守ることになった。
　朝の登校時に定点立ちを主に行う挨拶運
動、下校時に合わせた午後のアナウンスを
行う走行によるパトロール、夜間アナウン
スが可能な時間帯の走行によるパトロール
を継続して行った。
　H27年10月以降、コミュニティプラザを
開設してからは、青パト車の駐車場をプラ
ザの南側に設定できたので、隊員のアクセ
スが良好になった。

　巡回スケジュールは、日中は、ほそごう
学園の開校日並びに登校・下校時間に合わ
せて行い、巡回のみならず定点パトロール
と挨拶を実施し、また、夜間の巡回を併せ
て行うように計画した。
　安全パトロールは、通年、一回当たり1
時間これを実施した。
　巡回時には、バス通りのみならず、伏尾
台の周辺地域ならびに公園を重点的に
チェックするように心がけた。

　隊員の減少と現隊員からの出動時間帯の
変更の申し出、さらに夕刻以降の乗務希望
者が大きく減少することから、運行スケ
ジュール立案が事務担当者の大きな負担で
ある。
　運行スケジュールの立案とともに、実施
者証の更新講習会の開催手配と、新入隊員
への受講手配、保険加入申込み、車両の整
備、燃料補給等などの事務方の処理量が増
大している。
　大遊協から提供された青パト車が配備さ
れたが、その頃から除隊の申し入れが多く
なり、隊員補充が進まず、2台のパトロー
ル車体制の構想が実現できていない。

防犯カメラ維持管理
事業

危機管理課
一般管理費／自治振
興費

日々の地道な活動の
成果により、小学校
区でパトロールの認
知が高まるなど、犯
罪抑止に繋がってい
ると評価する。

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
めたものを総会で決
定する。

伏尾台コミュニティ
プラザで新たな事業
を展開するなど地域
拠点化がさらに進ん
でいると認識。
一方で、安定的な運
営体制の整備や事務
管理の強化等の課題
は解消されておら
ず、拠点運営が過度
な負担とならないよ
う、引き続き協議会
体制の強化を図られ
るよう期待する。

　警察の捜査にも協力でき、同時実施の安全パトロール事業
での青パトロール車の巡回、地域内の防災防犯委員会並びに
自治会の防犯活動と相まって、毎年空き巣事件"0"を更新して
いたが、H27,H28年に侵入盗が各１件発生した。
　H26,H27年、認知症の方が行方不明になったが、伏尾台から
出ていない記録が確認でき、住民で捜索して無事発見でき
た。
　H29年度は、例年通りの数回の池田署からの開示要求があ
り、立会い対応を行なった。
　H30年度は。池田署からの開示要求に伴う立会いを行なって
いた防犯カメラが市の管理カメラに交換されたことにより、
立会い対応を行う必要がなかった。

　必要箇所には防犯カメラが設置されてい
るので、地域内に防犯カメラの増設を行う
べき特段の理由はなくなり、今後は維持管
理が主になり、経年変化により故障するカ
メラが今後増えることへの対応など管理業
務を強化する必要がある。
　特に落雷によるサージ電流により作動が
停止することがあるが、既設で協議会の管
理下にある６台はいずれも目視等で確認す
ることができず、年１回のメンテナンスで
はその後の落雷の影響を確認することがで
きない。

198
電気使用料  24
設備保守点検委託料
174

校区に設置した防犯カメラの維
持管理を行う。引き続き地域内
の犯罪の抑止と住民の安全・安
心な生活環境を確保する。

　H22年度に伏尾台への出入口道路である
国道側と川西側の2か所に通過車両を撮影
できる防犯カメラを設置した。
　H24年度に第2コミセン南側と細河中学校
の南側交差点に防犯カメラを設置した。
　H25年度、北高校の周回路北側の中央付
近から西方向に向けて1台、同周回路の南
東のT字交差点に東西方向に向けて2台の防
犯カメラを設置した。
　H26年度、北高校の周回路北側の中央付
近から東方向に向けて1台の防犯カメラを
設置し、旧伏小付近を撮影可能にした。伏
尾台への出入口道路である国道側と川西側
の2か所に設けたカメラ支柱を利用して夜
間撮影が強化されたカメラを増設した。
　14台の防犯カメラの設置によって、地域
に出入りする車両並びに歩行者をもれなく
撮影し得る状況となった。また、既設カメ
ラとレコーダーはメンテナンスされた。
　H28年度、H22年度の４台が市の維持管理
下に置かれ、H29年度は、協議会の維持管
理下にある防犯カメラは10台となった。

　H30年度は、新吉田橋北側の国道に向け
てのカメラが撤去されたが、国道交差点に
市の無線管理カメラが設置され、また、川
西側への出入り口のカメラも市の無線管理
カメラに交換されて、地域に出入りする車
両並びに歩行者をもれなく撮影し得る状況
となり、緊急時の記録の開示要求に応じら
れる体制となった。
　また、旧北高周回路の南東のT字交差点
に東西方向の２台のカメラのうち、東側の
カメラが市の無線管理カメラに交換され
た。事業提案の既設カメラ6台がメンテナ
ンスされた。
　さらに、声かけやいたずら事案が報告さ
れて設置を危機管理課へ要望していた、中
央公園のトイレ付近の防犯カメラが、H30
年度に設置された。

継続的経費について
理解の上、適切な維
持管理を望む。

危機管理課
自治振興費

　パトロールを継続して行った結果、空き巣等の防止に繋が
り、防犯カメラ事業との相乗効果も有り、毎年空き巣犯罪"0"
を更新できていたが、H27、28年度は侵入盗事件が各1件発生
した。
また、29年度並びに30年度は不審者情報が多数回寄せられて
いるため、巡回時には、バス通りのみならず、伏尾台の周辺
地域ならびに公園を重点的にチェックするように心がけた。
　朝のパトロールは走行よりも主に定点立ちとし、小中学生
を始めとする学生、通勤者らにあいさつの声掛けを積極的に
行うことができた。
　下校時並びに夜間の巡回時には、車載スピーカーを用いた
放送により、登校下校時の子供の見守り、戸締まり方法、不
審なセールス、アンケート調査への注意、夜間の不法駐車禁
止を呼びかけることができた。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

　伏尾台コミュニティプラザ内に設けた子育て支援ルーム、
フリーサロン、まちの情報センター、協議会事務所への来訪
者は、4月1日より翌年3月31日までの実績で7,597名である。
　子育て支援ルームのみの利用者は、約2,309名であり、フ
リーサロンなどへは5,288名が来訪された。

　さらに利用者を増やすために、積極的に
地域の住民が主催するイベント、講演、各
種教室などの企画とともに、一時保育所の
運営、高齢者と子どもたちが一緒に夕食を
食べる「コミプラキッチン」の運営を行う
などの活動が必要であると考え、令和元年
度の実施を予定している。
　また、コミプラ自体が「まちの情報セン
ター」としての機能は十二分に発揮できて
いるので、今後はまちの不動産情報や空き
家対策事業などさらに広範囲の情報セン
ターとして機能させたい。

　コミュニティ推進協議会はもとより、防災・防犯委員会並
びに地区福祉の花の会の活動拠点として、それぞれ活用され
ている。
　伏尾台コミュニティプラザ内に設けた子育て支援ルーム、
フリーサロン、まちの情報センター、協議会事務所への来訪
者は、4月1日より翌年3月31日までの実績で7,597名である。
子育て支援ルームのみの利用者は、約2,309名であり、フリー
サロンなどへは　約5,288名が来訪された。

　コミプラのフリーサロンの利用者数は現
象傾向にあることから積極的な利用を図り
たい。高齢者の居場所つくりを充実させた
い。また、子育て支援ルームの利用は年々
減少していることは、人口減少もあるが、
他の利用者を対象にするなどの問題解決が
必要である。社協のファミリーサポート事
業の会場として利用するシステムを創設す
る作業を行なっているが、利用者の増加に
は結びついていない。
　プラザ事務所としては、コミュニティプ
ラザがボランティア支援を含む「まちの情
報センター」としての機能は十二分に発揮
できているので、まちの不動産情報、特に
空き家対策事業などさらに広範囲の情報セ
ンターとして機能させたい。
　コミプラの留守番役のスタッフ、掃除ス
タッフを現在１０名のボランティアでロー
テンションを組んでいるが、依然として、
絶対数が大幅に不足し、募集を行うも応募
が全くないことが、運営上切迫した問題で
ある。
　平成29～31年度事業検討として、伏尾台
の特色ある公園作りを目指しており、西公
園の再整備案とともに、西公園事務所に
は、遊歩道側に独立したトイレが設置され
ているので、これを整備して遊歩道側に解
放することで、散歩中の人や隣接する西公
園を訪れる地域の方に利用してもらえるよ
うしたい。

地域分権・協働課
自治振興費

地域コミュニティ推
進協議会拠点運営事
業

2,040 建物借上料 500
補助金   1,540

地域住民への協議会活動及び地
域分権のＰＲを目的として協議
会活動拠点の運営を行う。

　コミュニティ推進協議会の活動拠点とし
ての西公園事務所は、伏尾台周回道路沿い
で西公園南側と目立つ場所に看板と掲示板
を設置して広報活動を行っている。
　また、西公園事務所は、地域の「防災・
防犯委員会」の活動拠点として、会議の
他、年末の防犯防火の巡回拠点として活用
してもらっている。さらに、地域内に季節
毎の花を植える活動を行う地区福祉委員会
の「花の会」の活動拠点として利用しても
らっている。
　平成27年10月3日に伏尾台コミュニティ
プラザを開設してその中に協議会事務所機
能を移して、フリーサロン、子育て支援
ルーム、まちの情報センターの運営を行
なった。このプラザ事務所には光ケーブル
を引きコピー・ファックス複合機を備えて
事務所機能を充実させた。
　西公園事務所とプラザ内事務所との両方
で活動を実施した。西公園事務所は、元来
老朽化してた床の損傷が進行したため、東
側の半分の床の張り替えを行なった。
　月曜日から金曜日のコミプラの開館日
に、３交代でスタッフが留守番を行い、閉
館後にホールとトイレの清掃を行い、コミ
プラの維持管理を行った。
　コミプラ内の子育て支援ルーム、フリー
サロン、まちの情報センター、協議会事務
所への来訪者は、平成28年度は、4月1日よ
り翌年3月31日までの実績で7,903名、平成
29年度は、通年で7,870名で、子育て支援
ルームのみの利用者は、約2,377名であ
り、フリーサロンなどへは　約5,493名が
来訪された。

　西公園事務所とプラザ内事務所との両方
で協議会活動を実施した。
　月曜日から金曜日のコミプラの開館日
に、３交代でスタッフが留守番を行い、閉
館後にホールとトイレの清掃を行い、コミ
プラの維持管理を行った。
　地域活性化事業のコンサート、落語の開
催と事務処理等もコミプラ、本事務所で行
なった。
　平成30年度の伏尾台創生会議2020の事務
や打ち合わせ、会議なども本事務所、コミ
プラで行われた。また、夏祭り実行委員会
の事務や打ち合わせ、会議なども本事務
所、コミプラで行われた。
　伏尾台地域に入ってすぐの目立つ立地条
件のもと、webでのグーグル地図にも「伏
尾台コミュニティ推進協議会」と表示さ
れ、そのストリートビューには黄色い看板
が目立っていたが、強風の台風で落下寸前
となったため、直ちに撤去した。

事務所機能の安定的
継続のための人員体
制の確保は、引き続
き急務と考えるとこ
ろ。

地域分権・協働課
自治振興費

コミュニティサロン
設置事業

600 建物借上料 500
補助金   　100

地域の人々が立ち寄り、世代を
超えた交流の活動場所としてコ
ミュニティサロンを伏尾台コ
ミュニティプラザに設置する。

　伏尾台には２つのコミュニティセンター
があるが、利用には事前予約が必要であ
り、散歩の途中に立ち寄り休憩する処、待
ち合わせや談笑する処、急に自治会の役員
同士が打ち合わせする際など、気軽に利用
できる施設がなかった。
　平成27年10月伏尾台マンションの1階店
舗部分を改修し、「伏尾台コミュニティプ
ラザ」を設け、その中に有償、無償のボラ
ンティア活動の供給者、需要者に対して、
情報の発信収集並びに斡旋、調整を図るた
めのボランティアセンターを含むまちの情
報センターを設置運営した。プラザ内に設
けた子育て支援ルーム、フリーサロン、ま
ちの情報センター、協議会事務所への来訪
者には名簿に記載をお願いした結果、10月
3日より平成28年3月31日までの実績で3200
名を超えた。
　平成28年度は、4月1日より翌年3月31日
までの実績で7,903名、平成29年度は、通
年で7,870名で、子育て支援ルームのみの
利用者は、約2,377名であり、フリーサロ
ンなどへは　約5,493名が来訪された。

　利用の形態は、日課の散歩の途中で休憩
を取る方、待ち合わせやバスの時間待ちを
行う方、フリースクールに通う生徒との待
ち合わせを行う保護者、趣味の裁縫などを
グループで行う方、自治会やサークル活動
の打ち合わせ、小学校、中学校の宿題をグ
ループで行う生徒、談笑するグループ、読
書、昼食をする親子、孫と絵本を見る高齢
者、買い物帰りに商品を仕分けする方、食
事をする学生などまさにフリーサロンとし
て利用されている。
　宿題カフェ会場として利用されている。
　伏尾台創生会議2020、夏祭り実行委員会
の会議、事務に利用されている。
　里山の植物を紹介しているグループの展
覧会場として利用された。
　ほそごう学園の地域学習の会場として利
用されている。
　総務省の推進事業で、池田市の伏尾台送
迎サービス社会実験の会場として10月から
12月に利用され、協議会会員がボランティ
アとして参加した。
　地域交通の未来を考える公開講座の会場
として利用された。
　高齢者の居場所つくり意見会の会場とし
て利用した。

まちの情報センター
運営事業

600 建物借上料 500
補助金   　100

地域のあらゆる情報を提供し、
ボランティア活動者に対して情
報発信や斡旋を調整、またコン
ビニ交付サービス端末を設置し
た、まちの情報センターを伏尾
台コミュニティプラザに設置す
る。

　伏尾台にはコミュニティセンターやバス
停の掲示板があり、自治会からのお知らせ
などが掲示されているが、ボランティアの
需要や供給に関する情報収集や提供がな
かった。
　平成27年10月伏尾台マンションの1階店
舗部分を改修し、「伏尾台コミュニティプ
ラザ」を設け、その中に有償、無償のボラ
ンティア活動の供給者、需要者に対して、
情報の発信収集並びに斡旋、調整を図るた
めのボランティアセンターを含むまちの情
報センターを設置運営した。プラザ内に設
けた子育て支援ルーム、フリーサロン、ま
ちの情報センター、協議会事務所への来訪
者には、名簿に記載をお願いしており、10
月3日より平成28年3月31日までの実績で
3200名を超えた。
　平成28年度は、4月1日より翌年3月31日
までの実績で7,903名、平成29年度は、通
年で7,870名で、子育て支援ルームのみの
利用者は、約2,377名であり、フリーサロ
ンなどへは　約5,493名が来訪された。

　フリーサロン内の壁を掲示板として活用
し、まちの情報を、「地域学校行政」「地
域環境」「安心安全」「協議会」「コミプ
ラ」「子育て支援」「各種支援」「ボラン
ティア活動」のカテゴリーに分けて種々掲
示している。各種の活動紹介の依頼や、ポ
スターの掲示を願い出られるなど多くのグ
ループに利用されている。
　ほそごう学園、フリースクール、地区福
祉、社協、池田署、防犯委員会、人権文化
交流センター、池田市公益活動促進協議会
の広報紙などを展示している。
　市のキオスク端末が設置されて、行政証
明書の発行手続き、写真印刷やコピーに住
民が利用している。

　伏尾台コミュニティプラザ内に設けた子育て支援ルーム、
フリーサロン、まちの情報センター、協議会事務所への来訪
者は、4月1日より翌年3月31日までの実績で7,597名である。
　子育て支援ルームのみの利用者は、約2,309名であり、フ
リーサロンなどへは5,288名が来訪された。

　フリーサロンは、日々は子育て支援ルー
ムに訪れる母子、ほそごう学園の生徒が中
心に利用しており、山びこフェスタのイベ
ントの際や自治会、伏尾台創生会議、伏尾
台夏祭り実行委員会などの会議の際には、
伏尾台住民が多く利用されるので、「まち
の情報センター」としての機能は十二分に
発揮できているので、今後もボランティア
活動のみでなく、まちの不動産情報や空き
家対策事業などさらに広範囲の情報セン
ターとして機能させたい。
　キオスク端末の利用者数が、マイナン
バーカードの普及率がまだ低いことから低
迷している。

地域の拠点機能の一
つとしての情報収集
の場として地域の活
性化に寄与している
ものと認識。さらな
る情報の充実に期待
するところ。

地域分権・協働課
自治振興費

地域の憩いの場とし
てコミュニティの醸
成に寄与しているも
のと評価。利用者増
に向け各種事業展開
に期待するところ。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

ＡＥＤ管理事業 10 消耗品費    10

地域内の各会館に設置したＡＥ
Ｄについて、定められた消耗品
の交換をし、正常に使用できる
よう維持管理を行う。

　阪急バス車庫事務所、伏尾台センター
コープ店舗内に設置した。これまで使用さ
れたことがないが、緊急時に備えてメンテ
ナンスが必要である。平成29年度は伏尾台
センターコープ店舗内に設置したAEDにお
いて、設置から７年を経過したAED装置本
体を交換して、引き続き使用可能な状態を
維持した。

　阪急バス車庫の事務所内に設置したAED
において、パッドを交換して、引き続き使
用可能な状態を維持した。また、定期的に
設置状態の確認を行うことが必要であり、
これを実施している。

　毎日、午前9時から午後9時まで開店しているコープ店舗内
と、24時間常駐されている阪急バス車庫の事務所内に、AEDが
使用可能な状態で常備されることになった。

　毎年9月に防災防犯委員会の委員で使用
訓練を実施し、毎年11月に総合防災訓練で
参加者に使用体験を実施しているが、さら
に住民向けの使用訓練の機会を設けること
が必要である。
　コープ店舗には住民の多くが訪れ、AED
が利用される可能性が高いが、阪急バス事
務所の場合はこの場所まで取りに行くこと
より救急車を呼ぶ方が効率的であると想定
できるため、同事務所のAED本体の交換時
期が到来した場合、その設置を継続しない
ことを確認した。

コンビニ等にAEDを
配置することで、多
くの住民の安心感を
得ることが出来ると
考える。今後も引き
続きAED設置・管理
要領に基づき、救命
講習の受講に努めて
いただきたい。

健康増進課
保健衛生総務費

　コミプラ内子育て支援ルーム登録会員数
は90組、利用者数は母子・スタッフの延べ
2,309名となり、母子交流の場として定着
し、孤独な子育てから親子を守ると言う目
的を達成することができている。
　利用者数は年々減少傾向にあり、伏尾台
の人口構成からやむを得ないこともある
が、利用者を増やすために、社協のファミ
リーサポート事業との連携を進めており、
説明会と登録会をそれぞれ２回開催した。

子育て支援環境整備
事業

700 建物借上料 500
補助金   　200

幼児をもつ母親の子育て環境改
善とコミュニケーションの場づ
くりを行うため、スペースの確
保と用品等の拡充を図る。

　平成22年度より、伏尾台第1コミュニ
ティセンター内の一室を使用し、幼児向け
の備品を整備し、乳幼児を育てる母親に気
軽に集まれる場所として提供し、これを運
営する子育て支援グループを立ち上げた。
その後も毎週、部屋が開設される日時を決
めて、無料登録制で参加者を募集する方法
で運営している。
　平成26年度は、会員は67組(134人)、ボ
ランティア会員(12名)で構成され、伏尾台
第1コミュニティセンターの小会議室を週2
回借りて、子育てサロン「フレンズ」を開
設した。年間、121組(延べ242人)の利用が
あった。　上記活動の他、七夕とクリスマ
ス時期の年2回、入園前会員宅を訪問し
て、手作りカードの贈呈、子育ての悩み等
の聞き取りを行う活動を、延べ82回(延べ
246名)行った。子育てサロン「フレンズ」
を卒業した会員による「親子で遊ぶ会」を
8月と12月実施し、23組(延46人)の参加が
あった。
　平成27年度は、4月から9月は32組、伏尾
台第1コミュニティセンターの小会議室を
週2回借りて子育てサロン「フレンズ」を
開設した。母子99名、スタッフ72名、延べ
171名の利用があった。10月3日より、伏尾
台コミュニティプラザが開設されて、子育
て支援ルームにて活動を行う。10月3日か
ら3月末までの半年間では、子育て支援
ルームにて、母子1202名、スタッフ241
名、延べ1443名の利用があった。
　平成28年度は、登録会員数は76組、利用
者数は母子2,276名・スタッフ393名の延べ
2,669名であった。
　平成29年度は、登録会員数は80組、利用
者数は母子・スタッフの延べ2,377名で
あった。ママの会・卒会員幼稚園児夏休み
の集い・AED講習会・ほそごう学園スクー
ルカウンセラーとの交流会２回・キッズコ
ンサート・小児科医座談会を開催した。

フレンズを中心に、社協子育てサロン、ホップ君、自主サー
クルひよこと連携しての場となっている効果は大であり、細
河地区や、池田市内、里帰り母子の利用も増え、ほそごう地
域の親子の絆が深まる効果が出ている。
　ママの会・卒会員幼稚園児夏休みの集い・AED講習会・ほそ
ごう学園スクールカウンセラーとの交流会を開催し何れも好
評を得た
　月に二度、伏尾台文庫に依頼しての読み聞かせ会が、本に
親しむ機会となり、七夕・クリスマスに手作りカードを持参
しての恒例の家庭訪問実施は悩み相談の機会となっている。

　幼児や未就園児を対象に子育て支援を
行っているが、園児や小学校低学年の子供
たちの支援を要望される保護者や家族が多
いので、幼稚園児の受け入れを開始した
が、乳幼児とは行動・適齢玩具が異なり、
乳幼児向け支援室での受け入れは課題が多
いため、H30年度半ばから受け入れを中止
した。
　新たな未就園児の親子への広報活動並び
に新規登録等の事務処理、さらに就園児と
なった親子らとの交流、相談で訪れる母親
への支援者が全く足りない。

親子が居心地よく過
ごせる場所として地
域に定着していると
評価。引き続き、本
市の子育て支援事業
と連携しながら活動
を充実させるととも
に、地域の人的資源
の発掘に期待してい
る。

地域分権・協働課／
　子育て支援課
自治振興費



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200
地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。スポーツ
意識の高揚に努める。

　伏尾台校区住民がスポーツに親しみ気軽
に参加できる機会を設け、幼児から高齢者
まで楽しみ交流を深めて地域の活性化を図
る目的で、伏尾台校区市民レクリエーショ
ン大会実行委員会を組織し、自治会連合会
の協賛のもと、伏尾台大運動会を行ってき
た。各自治会の組織率の低下にともない、
自治会からの参加者並びに協賛金も大きく
低下している。
　主に夏祭りの開催に要する労力が大いな
る負担として、組織率の大幅な低下を理由
に自治会連合会を脱会する自治会が出るこ
とにより、平成26年度末で自治会連合会が
解散となった。
　これにより平成27年度の自治会連合会に
よる参加者集めができなくなるため、運動
会の中止が懸念された。
　平成27年度から夏祭りが住民有志による
実行委員会形式で開催されることが同年4
月に決定されることに伴い、運動会開催に
自治会が参画することが決定された。
　その後も、毎年4月の年度初めに、伏尾
台夏祭り実行委員会と伏尾台スポーツ振興
会とが、５地区の自治会と話し合いを行
い、自治会が夏祭りと運動会の後援を行う
ことの意思確認を行っている。

　平成30年度も夏祭りが住民有志による実
行委員会形式で開催されることが4月に決
定され、自治会の負担が減少することか
ら、運動会開催には、各自治会が参画する
ことが決定された。
　自治会協賛金の低下を補う形の補助金と
して、必要な運営費用を賄うことが可能に
なった。
　毎年、参加者の高齢化と運動量の減量を
求める意見を考慮して、午前中心のプログ
ラムに変更した結果、多くの住民が参加し
て楽しめるスポーツ大会を開催できた。

　実行委員会並びに自治会の役員、ボランティアスタッフと
もに運営が積極的に行われ、又、各自治会の参加者募集の努
力がなされ、ここ数年は、参加者数がようやく前年並を維持
できる運動会であった。

　協議会と本事業の実行委員会とは、本事
業についての協議が十分には行われていな
い。
　協議会としては、少子高齢化が急速に加
速する伏尾台では、幼児から高齢者までス
ポーツを楽しみ交流を深めて地域の活性化
を図る初期目的に立ち返り、ゲームの要素
を取り入れたり、1日１～２時間を四季ご
とに行うなど、従前とは異なる別形態の運
動会を提案している。また、細河地域で行
われている子供中心のミニ運動会の開催も
有効であると考えている。

地域スポーツの振
興、地域住民へのス
ポーツ機会の提供、
住民同士の交流を図
ることができた。

生涯学習推進課
社会体育振興費

地域コミュニティ紙
等発行事業

300 補助金     300

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にＰ
Ｒするため、地域コミュニティ
紙を全戸に配布する。

　伏尾台では、協議会の広報紙の発行に際
し、紙面の作成、印刷、地域全戸配布の全
てを、協議会会員のボランティアで実施
し、費用は紙代等の実費のみであったが、
協議会員への負担は極めて大きかった。
　平成26年度の第12号広報より市の広報紙
と共に全戸配布した。さらに、2月末に市
の広報紙と共に、平成19年に発足し8年を
経過した伏尾台コミュニティ推進協議会の
活動の成果を地域の地図を用いて紹介した
第13号広報を全戸配布した。
　さらに伏尾台地域活性化事業で行う年3
回の「山びこフェスタ開催案内」ポス
ター、回覧の広報活動を協議会員の手配り
で実施した。
　平成27年９月末に市の広報紙と共に第14
号、新設の伏尾台コミュニティプラザの様
子を表紙にした広報を全戸配布した。
　平成28年2月末に市の広報紙と共に第15
号、子育て支援ルームの様子を表紙にした
広報を全戸配布した。
　平成29年3月に、「伏尾台[子育てにやさ
しいまち]宣言」の横断幕が設置され、ラ
イトアップ機器が装着された新吉田橋の様
子をカラー表紙にした広報紙第16号を伏尾
台地区の全戸に配布した。
　平成29年8月26日の第43回伏尾台夏祭り
の夕方の様子をカラー表紙にし、平成29年
度の本協議会が行なった実施事業をカラー
写真で紹介し、下半期の行事予定を記載し
た広報第17号を同10月に伏尾台地区の全戸
に配布した。
　平成30年3月末、平成19年に発足し10年
を経過したコミュニティ推進協議会の活動
の成果を、青パトが走る年表の表紙と見開
きページの地域地図を用いて紹介し、今後
に向けての活動方針と歴代会長のコメント
を記載した広報紙第18号を全戸配布した。

　平成30年10月7日の第39回伏尾台大運動
会の様子をカラー表紙にし、平成30年度の
本協議会が行なった実施事業をカラー写真
で紹介し、下半期の行事予定を記載した広
報紙第19号を同10月に伏尾台地区の全戸に
配布した。
　平成31年3月末、平成最後の1～3月に開
催した創生会議の土曜祭の会場となった旧
伏尾台小学校南校舎を表紙にし、見開き
ページに協議会の下半期の活動、平成31年
度の提案事業、地域創生プランが創生会議
から協議会に引き継がれる旨の報告を記載
した広報紙第20号を全戸配布した。

　平成29年度から定着した、上半期、下半期の年間２回、カ
ラー版で個別の全戸配布の広報紙とすることで、活動の紹
介、協議会入会、アンケート回収や安全パトロール隊員の応
募などを広報できた。
　特に、平成30年3月末発行の広報紙第18号は、地域分権制度
の10年とこれからの活動を紹介した特別号保存版としてお
り、８年間の活動を紹介した第13号と同様に全戸配布以外に
約1500部を余分に印刷しており、協議会活動の紹介紙として
活用できている。

　「山びこフェスタ開催案内」のポス
ター、回覧チラシにより、イベントが盛会
に催しされたが、会員の負担を減らすため
「山びこフェスタ開催案内」をe-mail、
ホームページ、SNSなどで広報できるよう
に考えていきたい。

キャッチコピーや表
紙イラストなどデザ
インが秀逸。引き続
き住民が届くのが待
ち遠しくなるような
誌面作りに努めてほ
しい。

秘書・広報課
自治振興費



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

空港・観光課
自治振興費

防犯防災啓発事業 200 補助金　   200

地域住民の防犯･防災意識を高
めるため、体験訓練を行うとと
もに巡回パトロールを啓発する
ための用品等を購入する。

　伏尾台防災･防犯委員会は、地域の５つ
の自治会より配分される50円×1200戸以下
の予算で運営されている。毎年の総合防災
訓練は、参加人数が300名程度で自治会か
らの配分予算では厳しい状況である。(平
成29年度1181戸毎年減少)
　平成27年度は、第二コミセンの建屋に隣
接していた防災備蓄倉庫を敷地内に移設し
アクセスし易くした。平成28年度は、8月6
日、10月1日に避難所開設運営図上訓練を
行い延120名が参加した。8月27日は、防災
/防犯委員会が伏尾台夏祭り会場で、延べ
37名にて無線機を使用して交通整理、巡回
警備を行い安全に夏祭りが開催された。9
月23日は、津波・高潮ステーションと大阪
市水上消防署の見学に14名が参加した。11
月6日は、ほそごう学園にて防災総合訓練
が行われ、参加者は300名に達した。12月
27日、29日、30日の年末特別警戒には、延
べ95名が参加した。
　平成29年度は、4月22日防犯教室を開催
し30名の参加を得た。
6月3日住宅耐震対策研修会を開催し48名の
参加があった。
7月8日、４箇所の防災備蓄倉庫の資機材点
検を行った。
8月5日と6日に旧伏小にて防災キャンプを
実施し、45名の参加を得た。星空観察会の
60名とともに避難所設営を見学した。
8月26日は、伏尾台夏祭り会場で本委員が
延べ42名にて無線機を使用して交通整理、
巡回警備を行い安全に夏祭りが開催され
た。
10月7日防災訓練役割分担訓練を行い58名
の参加を得た。11月5日はほそごう学園に
て防災総合訓練が行われ300名の参加を得
た。11月25日、高槻京大地震観測所見学会
を開催し、16名の参加を得た。12月27日、
29日、30日の年末特別警戒には延べ105名
が参加した。2月3日、災害時に役立つ防災
グッズつくり実習会を開催し、39名の参加
を得た。

　4月21日防犯教室を開催し35名の参加を
得た。6月18日大阪北部地震に伴い地域内
の安全確認、点検を行った。
7月8日、４箇所の防災備蓄倉庫の資機材点
検を行った。
8月4日に、災害時安否確認対策として災害
時声かけ協力員の登録制度を整備して、88
人の登録を得た。
8月25日は、伏尾台夏祭り会場で本委員が
延べ45名にて無線機を使用して交通整理、
巡回警備を行い安全に夏祭りが開催され
た。
10月6日に安否確認・避難誘導マニュアル
訓練を行い58名の参加を得た。10月19日に
普通救命講習受講13名参加。
11月4日はほそごう学園にて8年生全員が学
校行事参加し防災総合訓練が行われ350名
の参加を得た。11月15日、大阪府警本部交
通管制センターの見学会を開催し、23名の
参加を得た。
12月27日、29日、30日の年末特別警戒には
延べ110名が参加した。
2月2日、大阪府警本部主催の特殊詐欺撲滅
特別キャンペーンに参加、18名の参加を得
た。
3月2日、安否声かけ協力員とともに合同の
阪神淡路での声かけ避難誘導・避難所体験
講習会を開催し、60名の参加を得た。

　特殊詐欺被害が増大しているが、伏尾台でも電話を受けた
人の体験談を多く聞くことができ、被害防止の意識が高まっ
た。
　安否確認・避難誘導マニュアル訓練並びに阪神淡路の際の
体験談講演は、非常時の想定を実体験でき意識高揚に極めて
有効であった。
　夏祭りでの通行止め区間の4箇所での夜間照明並びに無線連
絡と相まって安全に交通整理が実施できた。
　総合防災訓練での必要経費を補助金で賄うことができ、350
名の住民に7項目の訓練を受けて頂いた。
　交通管制センター見学会、特殊詐欺撲滅キャンペーンでの
知見について参加者全員に感想文を書いてもらい交通問題や
防犯意識が高まった。
　普段からの声かけや挨拶の習慣が災害時に役に立つことを
知ることができた。

　総合防災訓練時の引率リーダーの養成の
ための教育カリキュラムとして、普通救命
講習と備蓄資機材の使用訓練を行うこと、
見識を深め、意識を高める見学会などの要
望があった。
　防犯、防災委員のみならず、災害時の安
否声かけができる体制の確立、近所づきあ
いを深める活動が必要であるとの意見が多
い。

日々の地道な活動の
成果により、小学校
区でパトロールの認
知が高まるなど、犯
罪抑止に繋がってい
ると評価する。今後
も引き続きの活動を
期待する。
また、防災訓練の実
施により災害に向け
た自助、共助の推進
を期待する。

危機管理課
自治振興費

地域行事等活動促進
事業

350 補助金     350

地域の夏祭り開催費用の一部を
支援する。また行事を通して、
住民間の交流拡大に寄与するた
め、イベント開催の支援を行
う。

　子供会活動が衰退し、2丁目自治会、北
自治会では子供は大勢いるが、恒例の夏ま
つりで子供御輿の巡行が2丁目だけできな
かった。平成25年度に軽量であるが、本御
輿と同様の外観を有する子供御輿を新調す
ることが協議会で決定されて以来、子供会
の再編を含めて活動の強化を図る方策が
種々取られた。
　そして40周年記念となる夏祭りが平成26
年8月23日に開催され、新調の子供御輿が
大活躍した。育成者が子供会の活性化を真
剣に議論できる状況となり、27年度は2丁
目と3丁目の子供会が合併して子供会が無
かった2丁目北自治会の子供たちが2･3丁目
子供会に入会する強化策が取られることに
なった。
　第40回記念の夏祭りを開催するも自治会
活動のうち最も負担が大きいことから、平
成26年度末をもって自治会連合会が解散と
なり、平成27年度の夏祭りが自治会主催で
行われないことになった。
　しかし、住民有志による第41回夏祭り実
行委員会が立ち上げられ、夏祭りが平成27
年8月22日に開催された。また同じメン
バーによる第42回夏祭り実行委員会は、平
成28年8月27日に夏祭りを開催し、さらに
平成29年8月26日に第43回夏祭りが開催さ
れた。
　一方子供会は、１丁目子供会と２丁目か
ら５丁目まで全てが統合されたわんぱく子
供会の2組織になった。

　平成30年度も、住民有志による第44回夏
祭り実行委員会が立ち上げられて夏祭りが
平成30年8月25日に開催された。
　当日午前8時より12時30分まで、１丁目
三角公園より子供御輿が本御輿とともに巡
航を始め、1丁目を巡航し、西公園で子ど
も御輿が4,5丁目へ引き渡され、次いで3丁
目を巡航した。
　午後からの夏祭り第二弾としてのスポー
ツ振興会主催のゲーム大会を開催した。
　会場の伏小南校舎前に特設ステージを設
け、午後５時からの音楽、ダンス、よさこ
いなどがフェスティバル形式で開催され
た。続いて、打ち上げ花火が行われた後7
時30分より盆踊りを主とする夏祭りが開催
された。
　伏尾台地区の子供はもちろん、細河地区
の子供たちのみならず、石橋、池田、川西
地区からもが多く参加し、ここ数年で一番
の参加者があった。多くの参加者が惜しむ
中、9時30分に終了した。

　育成者が子供会の活性化を真剣に議論できる状況となり、
協議会の委員としても子供会の新旧の校区長が毎年加入して
いただき、さらに複数年度にわたり活動に参加してもらって
いる。
　夏祭り実行委員会が自治会に開催協力と参加要請を行い、
さらに地域の団体、商店などに広告募集を行うなど、地域の
コミュニティ作りに貢献している。

　活動が活性化した子供会では、新調の子
供御輿の巡行を望んでいるので、毎年夏祭
りが開催されるようにしたい。
　住民有志による夏祭り実行員会には、さ
らに多くの住民の参加が期待できる新しい
フェステバル形態の夏祭りを企画して成功
を収めることができたので、さらにステー
ジを活用した企画をお願いしたい。
　また、伏小南校舎の跡地活用に関連し、
校舎周辺の整備の計画があるので、これと
連携して、恒久的なステージを整備できる
と良い。
　第44回夏祭りは、人出が多く、それと共
にゴミが増加したが、例年の校舎北側の倉
庫を利用したゴミ分別が機能しなくなり、
大量のゴミ処理に苦労したため、グランド
内にゴミ分別収集箇所を設置したい。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成30年度執行）

伏尾台地区活性化事
業

300 補助金     300
地域住民を対象としたミニコン
サートなどのイベントを実施し
地域の活性化を図る。

　毎年２～３回の音楽コンサート、１～３
回の落語会を開催し、既に２２回開催して
きた。季節を感じられるイベントとして地
域に「ふしおだい山びこフェスタ」と認知
され定着している。
　平成28年度は、野外コンサート１回、室
内コンサート３回、小児科専門医との座談
会１回、落語の会１回を開催した。
　平成29年度は、室内コンサート３回、小
児科専門医との座談会１回、落語の会２回
を開催した。

　5月12日、コミュニティプラザ内で、ア
ブサントクインテットによる音楽ライブ
を、伏尾台センター夢の広場公園での地区
福祉委員会のフリーマーケットと共催の形
で行った。
　7月7日、コミュニティプラザで、林家菊
丸の山びこ寄席を予定したが、台風の影響
で伏尾台内で避難者がおられることで中止
した。
　9月15日、コミュニティプラザ内で、リ
ピート山中の歌とトークのコンサートを開
いた。
　11月10日、コミプラにて、林家菊丸、月
亭天使の落語の会を開いた。
　2月2日、コミプラにて、林家染座+お囃
子付きで落語の会をコミプラにて開催し
た。
　山びこフェスタの開催が２７回になっ
た。

コミプラでの開催時は定員が90名であるが、途中の入れ替わ
りもあった。
　5月12日　「アブサントクインテット」 2.0時間 100人
　9月15日　「歌とトーク」1.5時間 80人
　11月10日　「落語会｣ 1.5時間 80人
　2月2日　「落語の会」 1.5時間  90人
　広報紙のとおり、2回のコンサート、2回の落語会ともに盛
会であり、地域住民の憩い並びに交流を深めることができ
た。

　例年通り、参加者は異口同音に伏尾台で
生で音楽や落語が楽しめて良かったと言
い、継続要望が多かったが、参加者にボラ
ンティアスタッフを呼びかけるが応募が全
くない。
　また広報の仕方により参集の人数が異な
ること、天候に左右されやすいことなど集
客に課題が多い。
　地域住民の憩い並びに交流を深めること
ができ、定着して楽しみにされてる方が増
加していること、音楽のジャンルで参加さ
れる方の顔ぶれが変わることが確認でき
た。
　令和元年度こそ、コミプラには寄付でい
ただいたアップライトピアノをメインにし
た音楽会を開催したい。

事業提案に基づき、
適正に予算執行され
ている。

空港・観光課
自治振興費

伏尾台地区住民清掃
事業

50 補助金      50

住民相互の交流と地域の環境を
考える機会として、地域の団
体、学校、各種グループととも
に伏尾台地区の清掃とワーク
ショップを行い、地域コミュニ
ティの推進を図る。

　伏尾台地区の各丁目ごとの５つの自治会
は、それぞれ各丁目単位で住民清掃が定期
的に行われていた。伏尾台の住民相互の交
流と地域の環境を考える機会として、１つ
のテーマで住民が清掃に取り組むことがな
かった。
　平成29年度は、伏尾台１丁目の銀杏並木
の管理をテーマにし、伏尾台住民とほそご
う学園の１、２年生の生徒ともに清掃を行
い集めた落ち葉を府立池田北高校の校庭に
運び入れ、池北の生徒、教職員と共に焼き
芋を作り、全員で焼き芋を頂きながら、伏
尾台在住の大阪大学名誉教授、木下修一氏
の「芋とイチョウ」話を聞きました。平成
30年3月に閉校が予定されていた北高生と
ともに、ほそごう学園の1,２年生、地域住
民が一緒に環境について考える機会とな
り、まさに地域コミュニティの推進を図る
ことができた。

　本事業を実施することができなかった。
　平成30年度も前年同様趣旨のほそごう学
園生と地域住民との共同の清掃事業を行う
べく、本協議会が学園、自治会との協議を
進めて、いくつかのイベントが計画されま
したが、三者の都合を合わせることなかな
かができずに、開催の時期を失することに
なり、イベントの計画を断念することとな
り、本事業を実施することができなかっ
た。

　なし

　令和元年度は、旧伏尾台小学校の南校舎
を用いて、多世代交流施設を開設する予定
であり、閉校した府立校の跡地周辺の環境
保全と共に、地域内の主要な６つの公園の
整備などを念頭に、伏尾台地区全体の環境
整備、清掃問題に取り組みたい。

今年度は、事業実施
に至らなかったが、
それぞれの自治会単
位では引き続き美化
活動を実施されてい
た。

環境政策課
自治振興費

ほそごう地域花いっ
ぱい運動支援事業

25 補助金      25

地域と学校が一緒に実施する
「みんなで育てる花いっぱいプ
ロジェクト」活動の支援を細河
地区とともに行う。

　地区福祉委員会並びにほそごう地域コ
ミュニティ推進協議会（細河地区）と共同
して、ほそごう学園が行う地域花いっぱい
運動、7年生と3年生がパンジーなどを育て
て、大きくなった苗を地域の学校、保育
所、老人ホームなどに配り、やさしい環境
作りを行う)を支援していた。

本年度もパンジー、ビオラのプラグ苗を約
1000株を育成用土、肥料等を用いて、大阪
府の補助を受けた３年生と本事業の7年生
の生徒が共同して予定どおり育成すること
ができた。育成したパンジー、ビオラは、
平成30年12月11日に、贈呈出荷式をほそご
う学園で行い、地域の学校、保育所、老人
ホーム、コミプラなど17施設に配り、やさ
しい環境作りを行うことができた。

　ほそごう学園地域の地区福祉委員会並びにコミュニティ推
進協議会が全て共同して、3年生と7年生が行う学校、保育
所、老人ホームなどへ花の贈呈活動を支援することができ、
地域全体の活動として定着してきた。

　今後は、義務教育学校となったほそごう
学園とともに、さらに地域全体の活動とし
ての意義が高まるため、継続して活動して
いきたい。大阪府の補助金が打ち切られた
ため不足分を補う必要がある。

学校と地域住民が協
働することで、地域
緑化の推進と学校の
環境学習にもなって
いる。

公園みどり課
自治振興費

高齢者の居場所づく
り事業

180 補助金     180

高齢者同士が一緒に夕食を楽し
める環境を提供して、高齢者ら
の交流を促進し、町全体のコ
ミュニケーション能力の向上を
図る。

　平成27年10月に伏尾台コミュニティプラ
ザを開館して以来、サロンの利用者は、子
育て支援ルームを中心とした母子の利用、
ほそごう学園生の利用が多く、写真展など
のイベントや山びこフェスタの開催時には
高齢者が多く集うが、高齢者の居場所とし
ては、利用者が少なかった。

　伏尾台コミュ二ティプラザにおいて、高
齢者が集い一緒に食事できる夕食会（タベ
ルナコミプラ）を、９月２回、１月２回、
３月４回の合計９回、開催した。述べ８８
名の参加があった。

　高齢者同士が一緒に夕食を楽しめる環境を提供して、高齢
者らの交流を促進するとともに、まちのことや身の回りのの
ことについて話し合い、高齢者の意見を伺うことで、まちつ
くり、居場所づくりの多くの意見を収集することができ、町
全体のコミュニケーション能力を向上させることができた。

　開催に際して目的を理解しない地域団体
からのクレームがあり、開催時期を失うこ
とになり、また広報方法が十分でなく、応
募者数が限られる事態が重なり、開催でき
たのは、９月２回、１月２回、３月４回の
合計９回のみであった。
　今後は、夕食会の開催時刻時間を季節に
合わせて変えること、夕食内容に変化をつ
けること、音楽、語り、展覧会などのイベ
ントとともに開催すること、また、まちつ
くり、居場所づくりのテーマを開催日毎に
選択して明確にすることで、夕食会へ出か
ける動機付けが明確になれば、広報の方法
が回覧や掲示に偏ることがなくなり、多く
の人へ広報できると考えている。

初年度としては、一
定の参加者が確保さ
れたものと認識。今
後の周知方法の改善
や工夫による参加者
の増加に期待してい
る。

高齢・福祉総務課
自治振興費

伏尾台創生会議2020
宣言広報事業

25 補助金      25

伏尾台創生会議2020で採択され
た伏尾台「子育てにやさしいま
ち」宣言を広報するため、新吉
田橋のライトアップとサイン設
備を維持管理する。

　市の公募により平成28年1月に組織され
た伏尾台創生会議2020は、平成28年3月26
日に伏尾台地区再生のための提言を市に提
出するとともに、伏尾台「子育てにやさし
いまち」宣言を行なった。
　この宣言を聞いた伏尾台住民が、伏尾台
の入り口である「新吉田橋」のライトアッ
プと上記の宣言を広報するサイン設備を寄
付してくださることになり、平成28年11月
末に設備が完成した。
　市への寄付設備の贈呈が行われたが、11
月からの電気代などの維持管理は協議会が
行うことになった。

　「新吉田橋」のライトアップ装置は、コ
ンピュータ制御によるLEDライト整備で、
予め設定された日没から夜明けの夜間のみ
点灯されるため、比較的安価な電気代で維
持できた。
　また、住民の手で、伏尾台「子育てにや
さしいまち」宣言が書かれた横断幕を点検
することができた。

　新吉田橋の欄干に設けられた横断幕は、国道423号線の北行
き車線から容易に視認できるため、伏尾台地区がここにある
こと、子育てにやさしいまち宣言した地区であることを国道
往来者に広報できている。
　また、夕方から夜間に帰宅する伏尾台住民は、ライトアプ
された新吉田橋を見ることで、我が家に帰ってきたことを実
感できると、好評である。

　協議会としては、電気代の支払いのみの
管理しかできない。住民にとっては、横断
幕の点検はできるが、その清掃や修繕など
は不可能である。また、ライトアップ装置
の点検維持も同様に行うことができない。

ライトアップによ
り、より良い景観の
確保ができたと考え
る。

道路・河川課
自治振興費

計 6,278

合　計　 85,401

事業提案限度額　 9,910千円　次年度繰越金額　3,632千円

事業提案限度額　119,907千円　次年度繰越金額　34,506千円


